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『
提
言
！
日
本
の
製
造
業
再
起
動
に
向
け

て
』
の
本
年
度
（
２
０
２
２
年
）
は
、
劣
化

列
島
日
本
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
リ
ー
ズ
を
寄

稿
し
て
い
る
が
、
シ
リ
ー
ズ
６
回
目
と
な
る

本
稿
で
は
、
突
然
日
本
に
襲
い
か
か
る
円
安

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
取

り
上
げ
、
中
小
製
造
業
へ
の
影
響
や
経
営
課

題
を
テ
ー
マ
と
し
た
い
。
異
常
事
態
と
い
う

べ
き
為
替
の
急
変
が
日
本
列
島
を
揺
れ
動
か

し
て
い
る
。
『
悪
い
円
安
』
と
い
っ
た
言
葉

が
流
行
語
と
な
る
な
ど
、
一
部
の
メ
デ
ィ
ア

や
野
党
政
治
家
は
、
金
利
上
昇
を
拒
む
日
銀

や
政
権
を
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
当
社

（
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
）
も
急
速
な
円
安
が
経

営
を
直
撃
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
に
あ
る
自
社

の
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
60
人
ほ
ど
の
技
術

者
が
ソ
フ
ト
開
発
に
従
事
し
て
い
る
が
、
そ

の
人
件
費
支
払
い
の
円
安
差
損
は
膨
大
で
、

利
益
の
大
幅
下
方
修
正
が
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。
『
悪
い
円
安
』
の
論
調
に
同
調
し
、

恨
み
節
を
論
じ
た
い
と
思
う
が
、
突
然
現
れ

た
円
安
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の
か
？
に
立
ち

返
り
、
円
安
の
要
因
と
中
小
製
造
業
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
円
安
要
因
に
つ
い
て
は
、
各
メ
デ
ィ
ア
で

は
判
を
押
し
た
よ
う
に
「
日
米
金
利
差
」
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
円
安
是
正
の
た
め
に
日

本
で
も
『
金
利
を
上
げ
る
べ
き
だ
！
』
と
の

声
も
多
く
聞
く
が
、
劣
化
列
島
の
現
状
を
無

視
し
た
（
現
実
離
れ
の
）
無
責
任
論
調
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？
　
一
方
で
は
、
労
働
形
態

を
一
変
さ
せ
る
報
道
が
話
題
を
さ
ら
っ
て
い

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
推
奨

し
、
勤
務
場
所
を
自
宅
と
し
、
『
日
本
全
国

好
き
な
と
こ
ろ
に
行
け
！
　
出
社
は
出
張
扱

い
。
航
空
機
利
用
も
Ｏ
Ｋ
』
と
の
方
針
を
発

表
し
た
。
『
コ
ロ
ナ
禍
を
先
取
り
し
た
英

断
』
と
称
賛
さ
れ
る
一
方
で
、
『
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
、
Ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
）
な
ど
米
国

の
情
報
技
術
企
業
に
敗
れ
、
今
日
も
従
業
員

の
流
出
が
止
ま
ら
な
い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
苦
肉
の

策
』
と
の
声
も
聞
く
。
18
万
人
の
従
業
員
を

擁
す
る
巨
大
企
業
で
あ
り
日
本
の
労
働
意
識

を
大
切
に
す
べ
き
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
決
断
は
、
『
人

気
取
り
の
決
断
だ
！
　
従
業
員
の
リ
ス
ト
ラ

の
前
哨
戦
だ
！
』
と
揶
揄
（
や
ゆ
）
さ
れ
て

も
不
思
議
は
な
い
。
テ
ス
ラ
社
の
イ
ー
ロ
ン

・
マ
ス
ク
氏
が
従
業
員
に
対
し
て
、
『
出
社

か
ク
ビ
か
』
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
完
全
否

定
し
た
事
の
正
反
対
で
あ
る
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
１
・
０
で
破
れ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
２
・
０

で
は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
完
全
敗
北
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
３
（
ウ
エ
ブ
・
ス
リ
ー
）
で
起

死
回
生
し
、
日
本
の
再
起
動
の
役
割
を
果
た

す
べ
き
巨
大
企
業
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
は
、
社
員
が
一
丸
と
な
っ

て
（
社
員
同
士
が
協
力
し
）
共
通
目
的
に
向

か
っ
て
事
に
当
た
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
現
に
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
無
力
で
あ
る
こ
と
は
明
白
の
は
ず
で
あ

る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
従
業
員
が
こ
の
話
を
真
に
受

け
て
、
『
沖
縄
や
北
海
道
に
家
を
買
っ
て
…

…
』
を
現
実
に
行
動
に
移
し
た
ら
、
数
年
先

に
職
を
失
い
、
路
頭
に
迷
う
危
険
も
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
24
年
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
専
用
に

築
い
た
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
（
公
衆
交
換
電
話
網
）

が
、
汎
用
Ｉ
Ｐ
網
に
変
わ
り
固
定
電
話
が
終

焉
（
し
ゅ
う
え
ん
）
を
迎
え
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

は
膨
大
な
従
業
員
を
抱
え
続
け
る
経
営
秘
策

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
国
家
的
大
企
業
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
限
ら
ず
、
戦
後
創
業
者
に
よ
っ
て
築

か
れ
た
大
企
業
は
、
オ
ー
ナ
ー
経
営
者
か
ら

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
経
営
者
に
移
行
し
、
そ
の
経

営
判
断
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
円
安
の
根
本
的
原
因
に
は
、
大
企
業
の
経

営
劣
化
に
よ
る
日
本
の
競
争
力
低
下
が
潜
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
円
安
は
、

輸
出
型
大
企
業
に
富
を
も
た
ら
す
特
効
薬
で

あ
り
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
底
上
げ
す
る
。
１

９
８
５
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
米
国
主
導

の
「
日
本
い
じ
め
」
と
も
言
え
る
「
円
高
誘

導
」
で
日
本
は
国
際
競
争
力
を
失
っ
て
き
た

の
は
明
白
で
あ
る
。
30
年
以
上
の
年
月
を
か

け
て
再
び
復
活
し
た
「
円
安
環
境
」
を
『
悪

い
円
安
』
と
批
判
す
る
の
は
筋
違
い
で
あ

る
。
米
国
は
中
露
戦
略
な
ど
の
観
点
か
ら
、

円
安
を
容
認
す
る
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。

「
円
安
時
代
の
到
来
」
で
日
本
製
造
業
の
再

起
動
に
活
路
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
再
起
動

へ
の
絶
対
条
件
は
「
強
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
」
と
「
国
内
製
造
の
強
化
」
に
尽
き

る
。
ど
ち
ら
も
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
強
調

と
団
結
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
大
企
業
が
ど
っ
し
り
と
腰
を
据
え
て

日
本
国
内
に
錨
を
お
ろ
し
、
次
世
代
の
新
技

術
開
発
に
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が
必
須
条
件
で

あ
る
。
円
安
の
恩
恵
を
享
受
し
、
再
び
『
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
ａ
ｓ
　
№
１
』
を
目
指
す
チ
ャ

ン
ス
が
や
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
大
企
業
の

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
施
策
が
そ
の
芽
を
摘
ん
で

し
ま
い
か
ね
な
い
。
と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と

に
、
日
本
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
は
中
堅
・
中

小
製
造
業
で
あ
り
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど

お
花
畑
的
発
想
は
ま
っ
た
く
な
く
、
多
く
の

経
営
者
は
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
経
営
改
革
を
率
先

垂
範
し
て
進
め
、
自
動
化
を
視
野
に
入
れ
た

次
世
代
工
場
の
構
築
を
急
い
で
い
る
。
直
接

輸
出
す
る
力
が
弱
い
中
小
製
造
業
で
は
円
安

の
直
接
的
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
、
逆
に
電
気

代
や
鋼
材
価
格
の
高
騰
で
、
足
元
で
は
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
側
面
が
大
き
い
が
、
円
安

時
代
の
経
営
戦
略
に
着
手
す
る
企
業
も
現
れ

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
で
の
経
営
戦
略
の

柱
は
、
円
安
と
Ｄ
Ｘ
を
味
方
に
つ
け
る
こ
と

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
『
輸
出
型
自
社
商

品
の
開
発
』
と
『
Ｗ
ｅ
ｂ
３
』
の
先
取
り
導

入
で
あ
る
。
当
社
も
数
社
の
中
堅
中
小
製
造

業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
企
業
で
は
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
高
く
、
若
い
社
員
が
高
い
熱
量
を
発
散

し
推
進
し
て
い
る
。
　

　
前
述
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
若
い
社
員
が
退
職

し
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
再
就
職
す
る
流
れ
が
止
ま

ら
な
い
と
聞
く
。
日
本
の
大
企
業
に
勤
務
す

る
社
員
が
、
海
外
企
業
に
転
職
す
る
の
は
真

に
国
益
の
損
失
で
あ
る
。
多
く
の
若
い
優
秀

な
社
員
が
将
来
有
望
な
中
堅
中
小
製
造
業
に

転
職
し
、
将
来
の
日
本
を
築
き
上
げ
る
こ
と

を
切
に
願
う
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
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高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
⑥

『
悪
い
円
安
』と『
悪
い
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
』

　
２
０
０
０
年
代
半
ば
、
携
帯
電
話
の

内
部
基
板
か
ら
金
が
取
れ
る
と
話
題
に

な
っ
た
「
都
市
鉱
山
」
。
00
年
代
後
半

か
ら
10
年
代
初
頭
に
は
、
中
国
で
の
生

産
停
滞
と
対
日
禁
輸
措
置
に
よ
っ
て
レ

ア
メ
タ
ル
・
レ
ア
ア
ー
ス
の
価
格
が
急

騰
し
、
そ
の
時
も
都
市
鉱
山
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
素
材
や
部
材
の
調
達
が
難

航
す
る
今
、
都
市
鉱
山
が
３
度
目
の
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
▼
実
際
す
で
に
産
業

界
で
は
都
市
鉱
山
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
先
日
の
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
フ
ェ
ア
で
日
東
工

業
が
出
品
し
て
い
た
新
型
の
産
業
用
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
部
に
日
産
の
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
の
使
用
済
み
バ
ッ
テ
リ
ー
を
再

利
用
し
た
も
の
を
採
用
。
Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ
ー

も
、
言
っ
て
し
ま
え
ば
都
市
鉱
山
の
ひ
と
つ

だ
。
ま
た
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
は
、
グ
ル
ー
プ

会
社
で
金
属
再
利
用
の
エ
プ
ソ
ン
ア
ト
ミ
ッ
ク

ス
の
新
工
場
を
建
設
し
、
グ
ル
ー
プ
各
工
場
の

金
属
く
ず
や
端
材
等
を
引
き
取
っ
て
再
資
源
化

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
も
都
市
鉱
山
の
活
用
だ

▼
日
本
の
都
市
鉱
山
は
世
界
有
数
の
規
模
と
言

わ
れ
る
。
以
前
は
分
解
・
破
砕
し
て
金
属
材
料

を
取
り
出
す
と
い
う
形
が
主
だ
っ
た
が
、
今
は

Ｅ
Ｖ
バ
ッ
テ
リ
ー
を
そ
の
ま
ま
再
利
用
す
る
形

の
よ
う
な
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
、
そ
の
ま
ま

他
に
転
用
す
る
と
い
う
や
り
方
も
あ
る
。
日
本

は
資
源
の
乏
し
い
国
と
い
う
認
識
は
、
20
世
紀

の
昭
和
の
時
代
で
終
わ
り
。
21
世
紀
の
令
和
の

時
代
は
、
潜
在
資
源
の
多
い
資
源
大
国
と
い
う

認
識
で
、
資
源
を
引
き
出
し
、
う
ま
く
使
う
こ

と
に
技
術
を
使
お
う
。

３回目の都市鉱山ブームが来るか　隠れた資源を引き出して使う技術を磨こう

主な配電制御機器と目安納期
4月時点 6月時点

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ・駆
動
機
器

PLC 4～10カ月 4～11カ月
表示器 3～9カ月 5～12カ月
インバータ 8～14カ月 8～14カ月
三相モータ 8カ月以上 8カ月以上
ギヤドモータ 3～8カ月以上 3～8カ月以上
サーボ 4～12カ月以上 4～12カ月以上
センサ 2～3カ月 2～3カ月

配
電
制
御
機
器

リレー・電磁継電器① 4～6カ月以上 -
リレー・電磁継電器② 4～5カ月 4～5カ月
リレー・電磁継電器③ 4～10カ月 4～10カ月
ソケット① 6カ月以上 -
ソケット② 7カ月以上 7カ月以上
電磁接触器・電磁開閉器① 2～6カ月 1～６カ月
電磁接触器・電磁開閉器② 5カ月 5カ月
電磁接触器・電磁開閉器③ 1～3カ月 1～3カ月
電磁接触器・電磁開閉器④ 4～9カ月以上 5～10カ月以上
配線用遮断器① 1～6カ月 1～6カ月
配線用遮断器② 3～4カ月 3～5カ月
配線用遮断器③ 2～10カ月 2～10カ月
配線用遮断器④ 2～7カ月 3～9カ月
漏電遮断器① 2～10カ月 2～10カ月
漏電遮断器② 2～6カ月 2～6カ月
漏電遮断器③ 2.5～4カ月 3～5カ月
漏電遮断器④ 2～9カ月 2～9カ月
気中遮断器① 4～5カ月 4～5カ月
気中遮断器② 3カ月 3カ月
気中遮断器③ 2カ月 2～3カ月
電力量計 1～6カ月 1～6カ月
サーキットプロテクタ① 1～2カ月 1～2カ月
サーキットプロテクタ② 3～5カ月 4～7カ月
押しボタンスイッチ① 6カ月以上 -
押しボタンスイッチ② 1～4カ月 1～4カ月
電源 6カ月以上 -

※複数メーカーがある場合、①②等の数値表記で区別しています

納
期
め
ど 

明
ら
か
に

長
期
化
で
我
慢
続
く
正
念
場

　
納
期
遅
延
が
深
刻
化
し
て
い
る
リ
レ
ー
や
電
磁
開
閉
器
、
Ｐ
Ｌ

Ｃ
な
ど
、
主
な
配
電
機
器
・
制
御
機
器
に
つ
い
て
、
一
部
製
品
の

納
期
目
安
が
判
明
し
、
一
覧
と
し
て
ま
と
め
た
。
製
品
・
機
種
に

よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
、
多
く
は
６
カ
月
先
、
長
い
も
の
で
は
１

年
先
と
な
っ
て
お
り
、
納
期
が
改
善
し
た
も
の
も
ご
く
一
部
あ
る

が
、
多
く
は
変
化
な
し
と
な
っ
て
お
り
、
良
化
し
た
と
は
言
え
な

い
状
況
だ
。
一
方
で
、
世
界
的
に
コ
ロ
ナ
禍
も
収
束
に
向
か
い
、

メ
ー
カ
ー
も
生
産
量
を
増
や
し
て
お
り
、
確
実
に
状
況
は
好
転
し

て
い
る
。
業
界
全
体
と
し
て
今
し
ば
ら
く
の
我
慢
が
続
く
。

配電制御機器
納品遅延

　
作
成
し
た
主
な
配
電
制
御

機
器
の
目
安
納
期
表
は
、
製

品
群
単
位
で
ま
と
め
、
そ
の

製
品
群
の
な
か
で
最
も
早
く

入
手
で
き
る
機
種
と
納
期
を

最
短
、
最
も
入
手
に
期
日
が

か
か
る
機
種
と
納
期
を
最
長

と
決
め
、
「
最
短
〜
最
長
」

で
表
記
し
て
い
る
。
納
期
に

は
大
き
な
幅
が
あ
る
が
、
あ

く
ま
で
「
現
在
発
注
し
た
ら

ど
れ
く
ら
い
の
期
間
で
入
手

で
き
る
の
か
」
「
い
つ
ま
で

待
つ
必
要
が
あ
る
の
か
」
の

大
ま
か
な
目
安
を
示
す
た
め

の
も
の
で
あ
る
。

　
半
導
体
の
入
手
困
難
が
響

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
・
駆
動
機

器
。
Ｐ
Ｌ
Ｃ
は
４
〜
11
カ

月
、
表
示
器
は
５
〜
12
カ

月
、
サ
ー
ボ
は
４
〜
12
カ
月

と
半
年
〜
１
年
近
く
か
か
る

見
通
し
。
加
え
て
納
期
は
少

し
悪
化
傾
向
に
あ
る
。

　
リ
レ
ー
・
電
磁
継
電
器

は
、
４
カ
月
か
ら
半
年
ほ
ど

で
入
手
可
能
。
特
に
ソ
リ
ッ

ド
ス
テ
ー
ト
リ
レ
ー
は
入
手

困
難
が
続
く
。
リ
レ
ー
ソ
ケ

ッ
ト
は
半
年
以
上
か
か
る
見

込
み
で
、
世
界
的
な
樹
脂
不

足
の
影
響
が
後
を
引
い
て
長

期
化
が
続
い
て
い
る
。
電
磁

接
触
器
・
電
磁
開
閉
器
は
、

機
種
・
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

幅
が
あ
る
が
、
早
い
も
の
で

１
カ
月
、
平
均
し
て
３
〜
４

カ
月
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

遮
断
器
も
幅
が
あ
る
が
、
配

線
遮
断
器
は
３
〜
４
カ
月
ほ

ど
、
漏
電
遮
断
器
は
３
〜
５

カ
月
、
気
中
遮
断
器
は
３
カ

月
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

特
需
と
複
数
の

ト
ラ
ブ
ル
原
因

　
納
期
遅
延
の
原
因
イ
コ
ー

ル
半
導
体
不
足
と
単
純
に
言

わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
事

は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
Ｄ

Ｘ
や
デ
ジ
タ
ル
関
連
の
需
要

の
急
拡
大
に
加
え
、
脱
炭
素

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
よ
る
新
た
な
需
要
創
出
、

異
常
気
象
に
よ
る
工
場
停

止
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
す

る
物
流
の
混
乱
、
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
、
品
薄
を
見
込
ん
で
の

多
重
発
注
な
ど
、
複
数
の
要

因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
メ

ー
カ
ー
の
生
産
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
を
超
え
た
特
需
を
生
み
出

し
、
同
時
に
、
安
定
し
た
生

産
・
出
荷
を
乱
す
ト
ラ
ブ
ル

が
か
け
合
わ
さ
り
、
こ
の
状

況
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
も
と
も
と
半
導
体
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て

需
要
が
急
拡
大
し
て
い
て
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
ギ
リ
ギ
リ
だ

っ
た
と
こ
ろ
に
、
工
場
事
故

や
コ
ロ
ナ
禍
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
に
よ
る
生
産
停
止
で
流
通

で
需
要
が
急
拡
大
し
、
価
格

も
高
騰
し
て
い
る
。
半
導
体

と
同
じ
よ
う
に
世
界
中
で
獲

得
合
戦
が
続
き
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
向
け
の
需
要
拡

大
も
あ
っ
て
飢
餓
感
は
強
ま

っ
て
い
る
。

　
ま
た
流
通
面
に
お
い
て

も
、
水
面
下
で
進
ん
で
い
た

部
品
不
足
が
表
に
出
だ
し
た

頃
か
ら
大
量
確
保
に
動
く
企

業
が
急
激
に
増
え
、
過
度
の

在
庫
確
保
合
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
先
行
発
注
や
二

重
、
三
重
発
注
に
近
い
発
注

も
出
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
こ

で
生
産
・
流
通
が
乱
れ
た
結

果
、
市
場
と
現
場
で
の
焦
り

に
つ
な
が
り
、
正
常
化
を
阻

害
す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い

る
。製

造
業
の
先
天
的

弱
点
も
引
き
金
に

　
加
え
て
、
そ
も
そ
も
制
御

機
器
は
、
い
く
つ
も
の
部
材

を
集
め
て
順
番
に
組
み
立
て

て
完
成
す
る
も
の
で
あ
り
、

ひ
と
つ
の
部
材
が
入
っ
て
こ

な
い
、
工
程
の
ひ
と
つ
が
止

ま
れ
ば
、
そ
れ
で
全
体
の
生

産
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う

性
質
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
や

工
場
の
生
産
を
担
い
、
高
信

頼
性
と
品
質
が
求
め
ら
れ
る

産
業
機
器
で
あ
る
た
め
、
簡

単
に
部
品
を
変
更
す
る
、
調

達
し
や
す
い
部
品
に
入
れ
替

え
る
と
い
う
こ
と
は
し
に
く

く
、
た
と
え
実
行
し
た
と
し

て
も
入
念
な
検
査
が
必
要
な

た
め
作
業
量
や
手
間
が
増

え
、
変
更
前
よ
り
も
納
期
の

長
期
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
こ
れ
は
、
自
動
車
も
含
め

た
組
み
立
て
製
造
業
、
特
に

嗜
好
品
で
は
な
く
、
生
活
必

需
品
の
製
品
群
が
共
通
し
て

抱
え
る
サ
ガ
で
あ
り
弱
点
。

今
回
は
半
導
体
や
樹
脂
、
銅

と
い
っ
た
コ
ア
部
材
が
、
全

世
界
的
に
不
足
し
た
こ
と
に

よ
り
、
他
か
ら
カ
バ
ー
し
て

補
う
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に

全
産
業
で
取
り
合
い
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
余
計
に
悪

化
し
て
し
ま
っ
た
格
好
だ
。

2022
年
が
正
念
場

　
納
期
問
題
の
解
消
は
、
年

初
で
は
22
年
上
期
は
厳
し
い

状
況
が
続
き
、
早
く
て
も
回

復
は
22
年
下
期
か
ら
23
年
に

は
好
転
す
る
と
い
う
見
通
し

を
立
て
て
い
た
が
、
状
況
は

変
わ
ら
ず
、
早
期
回
復
は
難

し
そ
う
な
勢
い
だ
。

　
そ
の
一
方
で
好
材
料
も
あ

る
。
早
く
か
ら
生
産
量
拡
大

に
動
い
て
い
た
半
導
体
メ
ー

カ
ー
に
加
え
、
配
電
制
御
機

器
メ
ー
カ
ー
も
増
産
体
制
を

整
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
三

菱
電
機
は
、
愛
知
県
尾
張
旭

市
に
１
３
０
億
円
を
投
資
し

て
Ｆ
Ａ
制
御
シ
ス
テ
ム
の
新

工
場
を
建
設
す
る
ほ
か
、
31

億
円
を
か
け
て
イ
ン
ド
に
も

新
工
場
を
建
設
す
る
。
安
川

電
機
も
技
術
開
発
拠
点
を
安

川
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

へ
の
集
約
や
中
国
で
の
新
工

場
建
設
等
を
行
い
、
生
産
力

の
増
強
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
世
界
的
に
コ
ロ
ナ
禍

が
収
束
傾
向
に
あ
る
こ
と
も

好
材
料
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
出

口
が
見
え
な
か
っ
た
昨
年
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
脅
威
で
不

透
明
だ
っ
た
年
初
と
は
、
現

在
は
ま
っ
た
く
異
な
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
ゼ
ロ
コ
ロ

ナ
政
策
を
継
続
し
て
い
る
中

国
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
再
発
、

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

の
影
響
拡
大
な
ど
、
引
き
続

き
懸
念
事
項
は
い
く
つ
も
あ

る
が
、
一
昨
年
・
昨
年
に
比

べ
て
状
況
は
好
転
し
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
１

年
が
正
念
場
と
な
る
。

中
国・常
州
に
新
工
場

サ
ー
ボ
ア
ン
プ

電
子
ユ
ニ
ッ
ト
品

量
産
し
供
給
強
化

安川電機

量
が
減
り
、
そ

こ
に
世
界
的
な

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
の

波
が
来
た
こ
と

で
さ
ら
に
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
乱

れ
て
今
に
至
っ

て
い
る
。

　
樹
脂
や
銅
も

材
料
不
足
が
続

い
て
お
り
、
特

に
銅
は
電
線
の

主
材
料
と
し
て

Ｅ
Ｖ
や
脱
炭

素
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　
安
川
電
機
の
中
国
・
常
州

の
生
産
子
会
社
、
安
川
（
常

州
）
機
電
一
体
化
系
統
有
限

公
司
の
新
工
場
が
６
月
17
日

竣
工
し
た
。
新
工
場
で
は
、

同
社
の
中
国
生
産
拠
点
で
使

用
す
る
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
、
イ

ン
バ
ー
タ
用
の
実
装
基
板
品

や
ロ
ボ
ッ
ト
用
制
御
盤
内
に

搭
載
す
る
電
子
ユ
ニ
ッ
ト
品

な
ど
の
量
産
を
行
う
。

　
規
模
は
、
敷
地
面
積
５
万

44
平
方
㍍
、
延
床
面
積
２
万

６
９
７
３
平
方
㍍
。
従
業
員

数
は
75
人
。

　
中
国
で
は
、
Ｅ
Ｖ
関
連
、

５
Ｇ
関
連
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
配
慮
し
た
環
境

関
連
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
、
半

導
体
や
一
般
産
業
市
場
の
幅

広
い
分
野
で
の
需
要
が
見
込

ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
装
基

板
品
や
電
子
ユ
ニ
ッ
ト
品
な

ど
を
新
工
場
か
ら
中
国
国
内

の
生
産
拠
点
へ
の
供
給
体
制

を
強
化
す
る
。ま
た
、生
産
機

種
を
今
後
拡
大
し
て
い
く
。

安
川
（
常
州
）
機
電
一
体
化

系
統
有
限
公
司
の
新
工
場
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挿
入
防
止
キ
ー
は
４
芯
で
４

種
類
。

　
主
な
用
途
は
、Ｆ
Ａ
機
器
、

ロ
ボ
ッ
ト
・
計
測
機
器
・
サ

ー
バ
・
医
療
機
器
な
ど
。

●

　
営
業
に
は
二
つ
の
基
本
的
活

動
が
あ
る
。
一
つ
は
扱
い
商
品

を
売
る
セ
リ
ン
グ
活
動
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

情
報
を
扱
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

活
動
で
あ
る
。

　
19
世
紀
に
入
り
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
が
登
場
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

戦
争
は
、
あ
る
一
定
の
制
限
が

か
か
っ
た
戦
争
で
あ
っ
た
。
ま

だ
司
令
官
が
全
軍
を
把
握
で
き

る
軍
の
規
模
で
あ
っ
た
か
ら
、

司
令
官
は
収
集
し
た
情
報
や
各

隊
長
の
意
見
を
聞
い
て
決
断
を

下
し
た
。
仏
革
命
に
よ
っ
て
王

室
の
戦
争
か
ら
国
民
戦
争
に
な

り
、
軍
の
動
員
力
は
無
制
限
に

拡
大
し
た
。
そ
の
大
軍
を
掌
握

し
た
天
才
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
抗

す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
帝
国
は

戦
略
戦
術
の
専
門
将
校
団
を
育

成
し
た
。
そ
れ
が
参
謀
制
度
の

始
ま
り
だ
っ
た
。
以
降
、
戦
う

軍
人
と
戦
略
戦
術
を
練
る
軍
人

の
組
織
に
分
か
れ
た
。
昭
和
時

代
、
機
器
部
品
の
販
売
員
の
営

業
活
動
は
、
二
つ
の
基
本
的
活

動
で
あ
る
セ
リ
ン
グ
と
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
両
方
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
の
終
盤
か
ら
平
成
に
入

る
と
、
視
野
に
入
っ
て
く
る
マ

ー
ケ
ッ
ト
規
模
が
拡
大
し
た
。

や
が
て
拡
大
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

競
合
は
激
し
く
な
っ
た
。
そ
れ

ま
で
は
支
店
単
位
で
活
動
し
、

支
店
長
が
各
セ
ク
シ
ョ
ン
長
の

意
見
や
情
報
を
基
に
し
、
て
施

策
等
の
決
心
を
し
て
い
た
が
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
規
模
や
情
報
の
質

量
の
増
大
に
伴
い
、
企
画
室
や

事
業
室
と
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
専
門
の
組
織
が
で
き
た
。

　
そ
の
専
門
組
織
は
徐
々
に
力

を
つ
け
て
、
や
が
て
販
売
部
門

か
ら
独
立
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン

ド
イ
ツ
の
参
謀
本
部
が
、
戦
争

全
体
の
戦
略
や
戦
術
を
独
自
に

策
定
し
て
国
王
に
直
接
進
言
す

る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
た
よ

う
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門

は
営
業
の
主
要
な
戦
略
戦
術
を

策
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
の
機
器
部

品
の
営
業
は
戦
闘
能
力
で
あ
る

商
品
を
売
り
ま
く
る
、
能
力
強

化
の
み
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
の

販
売
員
が
持
っ
て
い
た
営
業
の

二
つ
の
基
本
的
活
動
の
う
ち
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
類
す
る
活

動
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ

れ
は
会
社
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
と
な
っ
て
い
る
。

　
確
か
に
昭
和
時
代
と
は
違
っ

て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
や
競
合

情
報
は
各
種
メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ

ト
か
ら
容
易
に
集
め
ら
れ
る
。

大
量
に
集
め
た
情
報
を
分
析
す

る
能
力
を
身
に
付
け
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
門
は
、
現
場
の
販

売
員
情
報
を
当
て
に
し
な
く
と

も
、
大
局
的
に
戦
略
や
戦
術
を

策
定
で
き
る
。
現
在
、
会
社
の

意
見
決
定
や
商
品
開
発
に
際
し

て
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の

持
つ
情
報
は
欠
か
せ
な
い
。
そ

の
一
方
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
現
場
に

い
る
販
売
員
が
持
つ
情
報
は
、

商
談
テ
ー
マ
件
数
や
内
容
、
そ

し
て
競
合
の
動
き
や
売
り
上
げ

の
動
向
な
ど
が
専
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
会
社
の
重
要
な
意
思
決

定
や
将
来
を
担
う
よ
う
な
商
品

の
開
発
に
関
し
て
、
販
売
員
の

比
重
は
昭
和
時
代
に
比
べ
る
と

か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が

営
業
に
も
押
し
寄
せ
て
、
リ
モ

ー
ト
営
業
だ
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ス
営
業
だ
、
と
い
う
言
葉
が
飛

び
交
っ
て
い
る
。
営
業
に
関
わ

っ
て
い
る
人
は
皆
が
そ
う
し
た

流
れ
に
と
ま
ど
い
、
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
と
不
安
に
思
っ
て

い
る
。
そ
の
様
な
流
れ
に
な

り
、
と
ま
ど
う
の
は
営
業
か
ら

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
を
な
く

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
そ
の
一

因
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
時
代

に
営
業
効
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
リ
モ
ー
ト
営
業
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
情
報
技
術

の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
伴
い
、

営
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
リ
モ
ー

ト
営
業
が
営
業
活
動
の
一
角
を

占
め
て
い
く
の
は
時
代
の
趨
勢

（
す
う
せ
い
）
で
あ
る
。
機
器

部
品
の
販
売
員
が
営
業
ス
キ
ル

を
高
め
て
、
商
品
プ
レ
ゼ
ン
や

技
術
的
な
応
答
を
す
る
営
業

は
、
感
情
の
入
り
に
く
い
論
理

的
な
応
酬
で
あ
る
か
ら
デ
ジ
タ

ル
機
器
を
介
す
る
リ
モ
ー
ト
営

業
ま
で
十
分
う
ま
く
い
く
。

　
そ
れ
で
も
訪
問
対
面
営
業
を

主
力
に
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る

な
ら
、
リ
モ
ー
ト
営
業
で
は
置

き
換
え
に
く
い
営
業
ス
キ
ル
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
重

要
な
一
つ
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

能
力
を
上
げ
る
こ
と
な
の
だ
。

例
え
ば
商
品
開
発
に
際
し
、
デ

ジ
タ
ル
的
ア
ン
ケ
ー
ト
に
頼
る

よ
り
は
、
現
場
と
連
続
的
に
付

き
合
っ
て
い
る
販
売
員
だ
か

ら
、
顧
客
が
無
意
識
に
持
っ
て

い
る
情
報
を
吸
い
上
げ
て
開
発

テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
能
力
で
あ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
の
向
上
が

訪
問
対
面
の
営
業
ス
キ
ル
高
め
る

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

ビ
ッ
グ
レ
バ
ー
型
追
加

産
業
、
通
信

医
療
機
器
に 

抜
去
操
作
性
を
向
上

　
本
多
通
信
工
業
は
、
小
型
高
速
伝
送

コ
ネ
ク
タ
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
」
の
新

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
産
業
機
器

や
通
信
イ
ン
フ
ラ
、
医
療
機
器
に
お
け

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ユ
ニ
ッ
ト
交
換
時

な
ど
で
の
複
数
回
の
挿
抜
を
想
定
し
、

レ
バ
ー
操
作
部
を
高
く
す
る
こ
と
で
抜

去
操
作
性
を
向
上
さ
せ
た
ビ
ッ
グ
レ
バ

ー
タ
イ
プ
を
追
加
し
た
。

　
マ
ク
ニ
カ
は
、
低
圧
三
相

モ
ー
タ
ー
向
け
に
特
化
し

た
、
セ
ン
サ
ー
・
ク
ラ
ウ
ド

一
体
型
の
予
知
保
全
の
Ｄ
Ｘ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
マ
ク
ニ

カ
ス
マ
ー
ト
モ
ー
タ
ー
セ
ン

サ
ー
」＝
写
真
＝
の
提
供
を

開
始
し
た
。

　
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、

米
ア
ナ
ロ
グ
・
デ
バ
イ
セ
ズ

が
開
発
し
た
超
高
精
度
Ｍ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
と
専
用
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
で
構
成
。
バ
ッ
テ

リ
ー
駆
動
の
セ
ン
サ
ー
を
モ

ー
タ
ー
の
冷
却
フ
ィ
ン
に
取

り
付
け
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
専
用
ア
プ
リ
で
初
期
設
定

を
行
っ
て
使
用
開
始
す
る

と
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
機
械
学
習

が
自
動
的
に
開
始
さ
れ
、
一

定
期
間
後
に
異
常
検
知
の
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
が
自
動
生
成
さ
れ

る
。
セ
ン
サ
ー
か
ら
集
め
ら

れ
た
振
動
、
温
度
、
磁
界
デ

ー
タ
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
で
確
認
で
き
、
異
常
の
際

は
ア
ラ
ー
ト
通
知
さ
れ
る
。

　
検
知
可
能
な
モ
ー
タ
ー
異

常
は
、
電
源
シ
ス
テ
ム
、
シ

ャ
フ
ト
バ
ラ
ン
ス
、
ア
ラ
イ

メ
ン
ト
ス
テ
ー
タ
ー
巻
線

（
絶
縁
診
断
）
、
偏
心
（
エ

ア
ギ
ャ
ッ
プ
）
、
冷
却
シ
ス

テ
ム
、
ロ
ー
タ
ー
、
ベ
ア
リ

ン
グ
、
機
械
的
な
緩
み
の
９

　
菱
電
商
事
は
、
ア
ー
ス
環

境
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
で
、
食

品
工
場
や
店
舗
等
に
侵
入
し

た
ネ
ズ
ミ
な
ど
有
害
生
物
の

動
き
を
Ａ
Ｉ
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
検
知
・
監
視
し
て
制
御

す
る
、
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
関
す
る
ク
ラ
ウ
ド
型
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ｅ
ｓ
ｃ
ｌ

ｅ
（
ペ
ス
ク
ル
）
」
＝
写
真

＝
を
提
供
開
始
し
た
。

　
食
の
安
心
・
安
全
に
対
す

る
要
求
は
年
々
高
ま
り
、
国

内
で
は
２
０
２
１
年
６
月
の

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
施
行
で
食
品
関

連
事
業
者
へ
衛
生
管
理
が
義

務
付
け
さ
れ
、
ペ
ス
ト
コ
ン

　
横
河
電
機
は
、
プ
ラ
ン
ト

に
配
置
さ
れ
た
設
備
や
装
置

な
ど
の
ア
セ
ッ
ト
か
ら
運
用

技
術
（
Ｏ
Ｔ
）
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
適
切
な
形
に
集
約
し

て
表
示
す
る
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー

ス
の
ア
セ
ッ
ト
監
視
サ
ー
ビ

ス
「
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ
Ｘ
　
Ａ
ｓ
ｓ

ｅ
ｔ
　
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
　
Ｉ

ｎ
ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
」
＝
写
真

＝
を
提
供
開
始
し
た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
セ
ン
サ

か
ら
ポ
ン
プ
、
チ
ラ
ー
、
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
タ
ー
ビ
ン

な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
種
類
の

ア
セ
ッ
ト
を

監
視
で
き
、

圧
力
、
流

量
、
温
度
、

振
動
な
ど
の

測
定
に
使
用

さ
れ
る
旧
式

か
ら
最
新
式

ま
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
セ
ン

サ
に
接
続
可

能
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
ア

セ
ッ
ト
デ
ー

タ
を
Ａ
Ｉ
や

Ｍ
Ｌ
で
解
析

し
て
、
将
来
の
事
象
を
予
測

で
き
、
不
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム

デ
ー
タ
と
過
去
の
水
準
デ
ー

タ
を
使
用
し
て
、
不
具
合
の

予
兆
を
検
知
し
原
因
を
推
測

可
能
。

　
サ
イ
ロ
化
さ
れ
た
ア
セ
ッ

ト
の
デ
ー
タ
を
統
合
モ
デ
ル

を
利
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
共
有
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
最
適
化
な
ど
の
多

様
な
観
点
か
ら
ア
セ
ッ
ト
の

状
況
を
検
証
で
き
る
。
問
題

な
く
機
能
し
て
い
る
設
備
に

対
す
る
コ
ス
ト
の
か
か
る
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
要
に
な

り
、
効
率
性
の
向
上
と
ダ
ウ

ン
タ
イ
ム
の
削
減
が
図
れ
、

注
意
す
べ
き
ア
セ
ッ
ト
の
管

理
に
集
中
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

　
石
油
・
ガ
ス
、
石
油
化

学
、
化
学
、
鉄
鋼
、
パ
ル

プ
、
紙
、
電
力
、
排
水
処

理
、
医
薬
・
食
品
業
界
向
け

に
最
適
で
、
ア
セ
ッ
ト
の
監

視
、
ア
セ
ッ
ト
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
管
理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
、
デ
ー
タ
の
有
効
化
を

提
供
す
る
。

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
Ｋ
Ｍ
バ
イ

オ
ロ
ジ
ク
ス
菊
池
研
究
所

（
熊
本
県
菊
池
市
）
の
Ｆ
Ｃ

棟
に
オ
ン
ラ
イ
ン
異
常
予
兆

検
知
シ
ス
テ
ム
「
Ｂ
ｉ
Ｇ
　

Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」
を
、
２
０
２
２

年
１
月
に
納
入
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
Ｂ
ｉ
Ｇ
　
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
は
、

　
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
」

は
、
同
社
独
自
構
造
の
「
ペ

ア
コ
ン
タ
ク
ト
配
置
」
に
よ

り
、
３
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
ま
で
の
Ｌ

Ｖ
Ｄ
Ｓ
／
Ｕ
Ｓ
Ｂ
／
Ｃ
Ａ
Ｎ

／
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
伝
送

に
対
応
し
た
小
型
高
速
伝
送

コ
ネ
ク
タ
。
全
面
金
属
シ
ェ

ル
構
造
に
よ
る
高
い
Ｅ
Ｍ
Ｃ

特
性
と
、
誤
挿
入
防
止
キ
ー

を
備
え
て
お
り
、
自
動
車
・

建
機
・
農
機
な
ど
の
車
載
機

器
や
車
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

中
心
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
レ

バ
ー
操
作
部
の
低
背
を
求
め

ら
れ
る
車
載
機
器
と
は
異
な

り
、
レ
バ
ー
操
作
部
を
高
く

す
る
こ
と
で
抜
去
操
作
性
を

向
上
さ
せ
た
ビ
ッ
グ
レ
バ
ー

タ
イ
プ
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
。
芯
数
は
４
、
６
、
８

で
、
定
格
電
圧
は
30
Ｖ
。
誤

本多通信工業　小型高速伝送コネクタ

ＩＢＳジャパン
ファンレス組み込みコンピュータ

コンパクト ロボットアーム
ＡＭＲアプリに

菱電商事
ペストコントロール支援クラウドＡＩ

有害生物の発生監視

　
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ス
ジ
ャ

パ
ン
は
、
イ
ン
テ
ル
第
12
世

代
コ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
採
用
し
た
Ｎ
ｅ
ｏ
ｕ
ｓ
ｙ

ｓ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ

ｙ
社
製
フ
ァ
ン
レ
ス
組
み
込

み
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｎ
ｕ
ｖ

ｏ
―
９
５
３
１
シ
リ
ー
ズ
」

＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
サ
イ
ズ
は
幅
２
１
２
×
奥

行
き
１
６
５
×
高
さ
63
㍉
㍍

の
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
。
豊

富
な
Ｉ
／
Ｏ
機
能
を
備
え
、

４
つ
の
Ｇ
ｂ
Ｅ
と
４
つ
の
Ｕ

Ｓ
Ｂ
３
・
２
Ｇ
ｅ
ｎ
１
ポ
ー

ト
、
最
大
７
０
０
０
Ｍ
Ｂ
／

ｓ
の
読
み
取
り
／
書
き
込
み

速
度
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
最

新
の
Ｎ
Ｖ
Ｍ
ｅ
　
Ｓ
Ｓ
Ｄ
用

の
Ｇ
ｅ
ｎ
４
×
４
　
Ｍ
・
２

　
Ｎ
Ｖ
Ｍ
ｅ
ス
ロ
ッ
ト
を
備

　
Ｎ
Ｋ
Ｅ
は
、
空
気
の
力
で
体
幹
を
固
定
し
て

腰
の
負
担
を
和
ら
げ
る
超
小
型
ア
シ
ス
ト
ス
ー

ツ
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｓ
ａ
ｐ
ｏ
（
エ
ア
サ
ポ
）
」
＝
写

真
＝
を
８
月
中
旬
に
発
売
す
る
。

　
同
製
品
は
、
誰
で
も
手
軽
に
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
開
発
。
付

属
の
ポ
ン
プ

で
空
気
を
入

れ
る
と
、
背

面
の
人
工
筋

肉
が
収
縮
し

て
上
半
身
の

動
き
を
ア
シ
ス
ト
す
る
。
最
大
で
55
％
の
筋
肉

負
担
を
軽
減
す
る
。

　
販
売
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
８
月
中
旬
を
予
定

し
て
い
る
。
定
価
は
２
万
５
千
円
（
税
込

み
）
。

マ
ク
ニ
カ
　
モ
ー
タ
ー
特
化
型
予
知
保
全

１
台
で
デ
ー
タ
収
集
～
診
断

種
類
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

０
〜
10
の
正
常
値
で
分
析
さ

れ
る
。
予
知
保
全
の
振
動
解

析
や
Ａ
Ｉ
の
特
別
な
知
識
が

い
ら
ず
、
モ
ー
タ
ー
の
致
命

的
な
障
害
と
ダ
ウ
ン
タ
イ
ム

を
最
小
化
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

小型高速伝送コネクタ「TAKシリーズ」
ビッグレバータイプ（左）と従来品

工
場
／
建
物
の
プ
ロ
セ
ス
、

設
備
、
製
品
品
質
、
環
境
変

数
（
排
水
や
大
気
な
ど
）
を

常
時
オ
ン
ラ
イ
ン
で
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
、
い
つ
も
と
異
な

る
動
き
を
予
兆
の
段
階
で
検

知
す
る
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
。
製

造
プ
ロ
セ
ス
や
製
造
設
備
の

異
常
を
早
期
に
検
知
し
、
製

品
の
品
質
確
保
や
製
造
設
備

の
安
定
運
転
に
貢
献
す
る
。

　
Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ク
ス
菊

池
研
究
所
は
、
研
究
関
連
施

設
の
ほ
か
、
遺
伝
子
組
み
換

え
や
細
胞
培
養
技
術
を
用
い

た
ワ
ク
チ
ン
製
造
施
設
を
有

し
、
Ｆ
Ｃ
棟
で
は
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
や
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
原
液

製
造
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｂ
ｉ
Ｇ
　
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
で
、

製
品
の
品
質
管
理
の
強
化
と

安
定
生
産
の
実
現
に
向
け

て
、
プ
ロ
セ
ス
や
設
備
の
運

転
状
態
を
可
視
化
し
、
異
常

の
予
兆
を
早
期
に
検
知
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ア
ズ
ビ
ル
　
オ
ン
ラ
イ
ン
異
常
予
兆
検
知

Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ク
ス
に
納
入

え
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の

ホ
ッ
ト
ス
ワ
ッ
プ
対
応
Ｈ
Ｄ

Ｄ
ト
レ
イ
を
搭
載
し
、
シ
ス

テ
ム
の
電
源
を
切
っ
た
り
筐

体
を
分
解
し
た
り
す
る
こ
と

な
く
ス
ト
レ
ー
ジ
ド
ラ
イ
ブ

を
ホ
ッ
ト
ス
ワ
ッ
プ
で
き

る
。

　
２
つ
の
ｍ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
ｅ
と
１

つ
の
Ｍ
・
２
　
Ｅ
キ
ー
ス
ロ

ッ
ト
に
よ
り
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
ま

た
は
５
Ｇ
／
４
Ｇ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
可
能
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア

ー
ム
や
Ａ
Ｍ
Ｒ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
へ
の
設
置
に
適
し
て

い
る
。

ト
ロ
ー
ル
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
る
が
、
専
門
性
が
高

く
、
技
術
者
の
確
保
や
監
視

業
務
の
効
率
化
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
サ
ー
ビ
ス

は
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
で

有
害
生
物
の
発
生
を
リ
モ
ー

ト
で
監
視
で
き
、
発
生
を
検

出
し
た
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

通
知
し
て
迅
速
な
初
期
対
応

を
可
能
に
す
る
ほ
か
、
独
自

Ａ
Ｉ
で
必
要
な
情
報
だ
け
提

供
す
る
こ
と
で
現
場
で
の
デ

ー
タ
確
認
を
効
率
化
で
き

る
。

　
ま
た
検
出
情
報
は
表
や
グ

ラ
フ
で
可
視
化
で
き
、
効
率

的
な
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
可
能
に
な
る
。

横
河
電
機

ク
ラ
ウ
ド
型
ア
セ
ッ
ト
監
視

プ
ラ
ン
ト
設
備

保
守
を
効
率
化

ＮＫＥ 超小型アシストスーツ
空気の力で体幹固定、８月発売
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●

応
に
な
る
の
で
見
積
も
り
を
出

し
に
く
い
。
制
御
盤
メ
ー
カ
ー

側
も
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の

見
積
も
り
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

現
状
が
あ
り
、
過
去
デ
ー
タ
か

ら
す
ぐ
に
出
し
て
く
る
の
も
難

し
い
。

　
加
え
て
、
見
積
も
り
算
出
は

せ
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
未

確
定
要
素
も
含
め
て
急
い
で
算

出
す
る
た
め
概
算
見
積
も
り
と

な
っ
て
し
ま
い
、
最
終
的
な
見

積
も
り
と
の
差
異
が
出
る
こ
と

は
よ
く
あ
る
。
特
に
機
械
メ
ー

カ
ー
と
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
打

ち
合
わ
せ
が
完
了
す
る
前
に
制

御
盤
だ
け
の
見
積
も
り
依
頼
が

来
て
、
受
注
後
に
仕
様
変
更
や

追
加
は
日
常
茶
飯
事
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
仕
様
書
が
盤
発
注
者
ご

と
に
バ
ラ
バ
ラ
で
、
機
能
や
要

求
が
同
じ
で
も
使
わ
れ
る
言
葉

が
異
な
っ
て
い
た
り
、
価
格
変

動
に
よ
っ
て
見
積
も
り
作
成
時

点
の
部
品
単
価
と
発
注
時
の
単

価
が
異
な
っ
て
い
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
制
御
盤

は
素
早
く
正
確
な
見
積
も
り
を

出
せ
る
よ
う
な
商
材
で
は
な

く
、
そ
の
環
境
も
整
備
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
見
積
も
り
関
連

で
苦
労
す
る
こ
と
は
多
々
あ

る
。

　
そ
れ
に
対
す
る
解
決
策
は
、

ま
ず
新
規
顧
客
に
対
し
て
は
、

自
社
の
見
積
も
り
仕
様
を
標
準

化
・
共
通
化
し
、
あ
る
種
の
カ

タ
ロ
グ
化
し
た
仕
様
で
開
拓
を

し
て
い
く
こ
と
が
有
効
。
そ
の

た
め
に
は
過
去
か
ら
の
見
積
も

り
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し

て
整
理
し
、
そ
こ
か
ら
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
ご
と
の
要
求
に
対
し

て
パ
タ
ー
ン
化
し
て
い
く
と
い

う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　
機
械
メ
ー
カ
ー
と
エ
ン
ド
ユ

ー
ザ
ー
と
の
間
で
す
り
あ
わ
せ

が
完
了
す
る
前
に
見
積
も
り
依

頼
が
来
て
し
ま
う
場
合
は
、
制

御
盤
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
対
応

で
き
な
い
領
域
に
な
る
の
で
、

受
注
後
の
仕
様
変
更
や
追
加
に

対
す
る
対
応
力
を
鍛
え
て
お

く
。

　
ま
た
盤
発
注
者
ご
と
の
言
葉

の
違
い
に
つ
い
て
も
、
制
御
盤

メ
ー
カ
ー
側
が
対
応
す
る
の
は

難
し
い
領
域
に
な
る
の
で
、
図

面
デ
ー
タ
や
画
像
を
活
用
し
て

言
葉
の
違
い
を
吸
収
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
さ
ら
に
、
部
品

の
価
格
変
動
に
つ
い
て
は
、
部

品
メ
ー
カ
ー
と
型
番
や
価
格
、

納
期
な
ど
の
情
報
を
連
携
し
て

見
積
も
り
精
度
を
高
め
、
板
金

加
工
の
場
合
は
、
ミ
ス
ミ
の
ｍ

ｅ
ｖ
ｉ
ｙ
の
よ
う
な
外
部
の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
の
自
動
見
積
も

り
や
短
納
期
設
定
な
ど
を
活
用

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
と

な
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
活
用

見積もりの壁

　
５
回
目
は
「
見

積
も
り
」
の
壁
。

制
御
盤
は
、
指
定

色
や
安
全
回
路
の

指
定
な
ど
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に

社
内
標
準
仕
様
が

異
な
り
、
個
別
対

制
御
盤
の
設
計
・
製
造
工
程
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
効
率
化
し
、
制
御
盤
関
連
各
社
の

体
質
強
化
を
実
現
す
る
「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
」
。
し
か
し
そ
こ
に
至
る
ま
で
は
い
く
つ
も
の
壁
・

ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す
る
。
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
制
御
盤
２
０
３
０
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
は
、
制
御
盤
の
制
作
工
程
の
将
来
の
形
と
し
て
「
制
御
盤
２
０
３
０
」
を
提
示

し
、
さ
ら
に
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
を
阻
む
壁
と
そ
れ
に
対
す
る
推
進
策
を
「
制
御
盤
製
造
業
界
向
け

Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
本
記
事
で
は
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
実
現
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
と
そ
の
解
決
策
を
紹
介
す
る
。

制御盤製造のDXの壁とその解決策⑤

設
計
改
善
は
、

現
場
改
善
に
１
０
０
倍
勝
る
。

設
計
改
善

急所65

て
、
組
み
付
け
が
難
し
か
っ

た
部
品
を
組
み
付
け
や
す
い

形
状
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
あ
る
い
は
そ
の
部

品
自
体
が
要
ら
な
い
よ
う
に

で
き
れ
ば
、
モ
ノ
づ
く
り
は

格
段
に
楽
に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
場
合
設
計
者
は
と

て
も
忙
し
く
、
現
場
に
行
っ

て
自
分
が
設
計
し
た
部
品
が

ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る

か
を
見
る
ゆ
と
り
す
ら
な
い

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
そ
れ
は
ダ
メ
で
す
。
自

分
の
役
割
と
し
て
、
現
場
の

仕
事
を
よ
く
見
て
、
そ
し
て

場
合
に
よ
っ
て
は
自
分
で
作

業
を
し
て
み
て
問
題
を
し
っ

か
り
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
楽
に
組
み
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
、
さ
ら
に
可

能
な
ら
無
し
で
す
む
よ
う
に

　
現
場
改
善
は
も
ち
ろ
ん
重

要
で
す
。
し
か
し
現
場
改
善

を
す
る
必
要
が
な
い
く
ら
い

「
楽
に
良
い
モ
ノ
が
作
れ
る

設
計
」
を
す
る
こ
と
の
方
が

す
る
と
い
っ
た
設
計
変
更
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。

　
現
場
で
は
何
年
に
も
わ
た

っ
て
繰
り
返
し
生
産
を
す
る

の
で
す
か
ら
、
簡
単
に
組
み

付
け
ら
れ
る
は
ず
の
部
品
を

苦
労
し
て
組
み
付
け
た
り
、

な
く
て
も
済
む
部
品
を
組
み

付
け
た
り
す
る
ム
ダ
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

　
生
産
の
現
場
で
は
こ
の
部

品
の
設
計
変
更
依
頼
は
昔
か

ら
出
し
続
け
て
い
る
の
で
す

が
…
…
と
い
っ
た
声
も
よ
く

聞
き
ま
す
。
社
長
を
筆
頭
に

製
造
は
も
ち
ろ
ん
、
設
計
や

技
術
、
調
達
な
ど
か
か
わ
り

の
あ
る
皆
さ
ん
で
設
計
変
更

に
よ
る
生
産
改
善
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
の
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

よ
り
上
位
に
あ
る
考
え
方
だ

と
思
い
ま
す
。

　
あ
る
製
品
を
作
る
に
あ
た

っ
て
、
組
み
付
け
が
難
し
い

部
品
が
あ
る
の
で
生
産
遅
れ

が
生
じ
て
し
ま
っ
た
、
あ
る

い
は
品
質
不
良
が
発
生
し
て

し
ま
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
問
題
の
解
決
の
た
め

に
、
そ
の
現
場
の
担
当
者
が

集
ま
っ
て
チ
エ
を
出
し
合
っ

て
、
改
善
し
て
何
と
か
問
題

を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
が

日
本
の
現
場
で
は
し
ば
し
ば

起
き
ま
す
。
入
れ
や
す
い
方

法
を
見
つ
け
て
練
習
し
た

り
、
入
り
や
す
い
治
具
を
作

っ
た
り
す
る
こ
と
で
モ
ノ
づ

く
り
が
楽
に
良
く
な
り
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。

　
し
か
し
、
設
計
を
見
直
し

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

h
ttp

s
://w

w
w

・

kaizenproject

・jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所 新

製
品
・
サ
ー
ビ
ス

市
場
・
企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ロ
ボ
ッ
ト「
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
」

20
㌔
可
搬
を
追
加

新
型
ジ
ョ
イ
ン
ト

高
速
・
高
精
度
化
に

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
21
日
か
ら
行
わ
れ
た
Ａ
ｕ

ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
２
０
２
２
で
、
20
㌔
㌘
可
搬
の
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
新
製
品
「
Ｕ
Ｒ

20
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
社
で
は
、
３
㌔
㌘
、
５
㌔
㌘
、
10
㌔
㌘
、
16
㌔
㌘
可

搬
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
た
が
、
今
回
20
㌔
㌘
可
搬
が
加
わ
っ
た
。

　
同
製
品
は
、
設
計
を
見
直

し
て
可
搬
重
量
20
㌔
㌘
を
実

現
し
た
ほ
か
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

振
動
減
衰
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と

完
全
に
再
設
計
さ
れ
た
ジ
ョ

イ
ン
ト
を
採
用
し
、
高
速
・

高
剛
性
を
実
現
。
新
型
の
堅

牢
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
速

度
を
最
大
65
％
向
上
さ
せ
、

ア
ー
ム
機
構
部
へ
の
負
担
も

軽
減
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
許
容
ト

ル
ク
も
25
％
向
上
さ
せ
た
。

モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

も
進
化
さ
せ
、
負
荷
の
位

置
、
速
度
、
加
速
度
を
よ
り

正
確
に
制
御
す
る
こ
と
で
高

精
度
を
実
現
し
て
い
る
。

　
設
置
面
積
は
φ
２
４
５
㍉

㍍
で
、
動
作
半
径
は
１
７
５

０
㍉
㍍
。
可
搬
重
量
は
20
㌔

㌘
あ
り
、
最
大
２
㍍
の
高
さ

ま
で
積
み
上
げ
る
こ
と
が
で

き
、
梱
包
や
パ
レ
タ
イ
ジ
ン

グ
に
最
適
。
ま
た
設
置
・
取

り
付
け
位
置
の
自
由
度
が
高

く
、
加
工
機
へ
の
ワ
ー
ク
の

投
入
・
取
り
出
し
の
マ
シ
ン

テ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
エ
ン
ジ
ン

や
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
の
重
量
物
を
持
ち
上
げ
・

固
定
し
て
人
と
協
働
し
て
の

マ
テ
ハ
ン
・
組
み
立
て
作

業
、
長
い
リ
ー
チ
を
生
か
し

た
溶
接
作
業
な
ど
の
用
途
に

最
適
と
な
っ
て
い
る
。

デ
ー
タ
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

Ａ
Ｗ
Ｓ 

Ｓ
３
と
互
換
性
向
上

cohesity

　
デ
ー
タ
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
Ｃ
ｏ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ

　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
、
「
Ｃ
ｏ

ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｐ
ｅ
ｇ
ａ

ｓ
ｕ
ｓ
６
・
８
」
の
Ｉ
Ｐ
Ｒ

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
発
売
し
た
。

　
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
対
策
と

し
て
Ａ
Ｗ
Ｓ
　
Ｓ
３
と
の
互

換
性
が
向
上
し
、
イ
ミ
ュ
ー

タ
ブ
ル
ス
ト
レ
ー
ジ
と
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
レ
ベ
ル
で
Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｍ
保
護
設
定
を
適
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
定
義
し
た
デ

ー
タ
保
持
期
間
中
ま
た
は
無

期
限
に
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
削

除
や
上
書
き
を
防
止
可
能
。

ま
た
エ
ン
ド
ツ
ー
エ
ン
ド
の

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
機
能
を
提
供
し
、

作
成
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
不

変
性
を
実
現
。
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
単
位
で
デ
ー
タ
ロ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ト
レ

ー
ジ
の
消
費
量
と
コ
ス
ト
を

最
適
化
し
な
が
ら
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
Ｃ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｎ

ｄ
ｒ
ａ
　
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
の
サ
ポ

ー
ト
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
　
Ｃ

ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
向
の
次
世
代
ク
ラ
ウ
ド

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
Ｈ
ａ
ｄ
ｏ

ｏ
ｐ
、
Ｈ
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
、
Ｈ
ｉ

ｖ
ｅ
ワ
ー
ク
ロ
ー
ド
の
サ
ポ

ー
ト
等
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。

ワ
イ
ヤ
放
電
加

工
機
に
新
機
能

フ
ァ
ナ
ッ
ク

　
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
、
ワ
イ
ヤ

放
電
加
工
機
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｃ

Ｕ
Ｔ
　
α
―
Ｃ
ｉ
Ｃ
シ
リ
ー

ズ
」
に
高
精
度
加
工
の
た
め

の
新
機
能
を
追
加
し
た
。

　
プ
レ
ス
金
型
加
工
向
け
に

は
鋳
物
構
造
か
ら
見
直
し
て

機
械
の
剛
性
を
向
上
し
、
ピ

ッ
チ
精
度
と
真
円
度
の
向
上

を
実
現
。
５
０
０
㍉
㍍
の
ピ

ッ
チ
加
工
に
お
い
て
プ
ラス 

マ
イ

ナ
ス

１

μ
ｍ
、
φ
１
５
０
㍉
㍍
の
真

円
加
工
で
１
・
48
μ
ｍ
の
真

円
度
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
射
出
成
形
金
型
加
工
向
け

に
は
、
テ
ー
パ
調
整
機
能
で

試
加
工
が
不
要
と
な
り
、
調

整
ブ
ロ
ッ
ク
と
簡
単
な
画
面

操
作
だ
け
で
４
方
向
20
度
ま

で
の
高
精
度
調
整
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
加
工
準
備
時

間
の
大
幅
な
短
縮
を
可
能
と

し
た
。

　
ま
た
金
型
加
工
と
部
品
加

工
向
け
に
は
、
微
細
形
状
の

高
精
度
加
工
を
実
現
す
る
た

め
、
新
放
電
装
置
Ｓ
Ｆ
３
と

新
放
電
制
御
ｉ
Ｐ
ｕ
ｌ
ｓ
ｅ

３
を
活
用
し
た
「
高
精
度
加

工
条
件
」
を
開
発
。
放
電
パ

ラ
メ
ー
タ
の
調
整
が
不
要

で
、
機
械
搭
載
の
標
準
加
工

条
件
の
み
で
高
精
度
な
形
状

加
工
を
実
現
で
き
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
ゼ
ロ
・
サ
ミ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

ア
ー
カ
イ
ブ
無
料
配
信

日
本
法
人
ト
ッ
プ

芦
谷
氏
が
就
任
へ

Ｎ
ｏ
ｚ
ｏ
ｍ
ｉ芦矢氏

　
Ｏ
Ｔ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
Ｎ
ｏ
ｚ
ｏ
ｍ
ｉ
　
Ｎ

ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
は
、
日
本

の
カ
ン
ト
リ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
に
芦
矢
悠
司
氏
が
就
任
し

た
。
芦
矢
氏
は
10
年
以
上
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
業
界
で
の
経

験
が
あ
り
、
直
近
は
Ｃ
ｈ
ｅ

ｃ
ｋ
　
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
社
で
日

本
法
人
副
社
長
、
Ｄ
ａ
ｒ
ｋ

ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ
社
に
て
執
行
役

社
長
を
務
め
た
。

　
近
年
、
産
業
界
で
も
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
特

に
中
堅
・
中
小
の
製
造
業
に

対
し
、
大
手
企
業
も
含
め
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
組
み

込
ま
れ
る
以
上
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
高
め
る
必
要
性
を
指

摘
し
、
日
本
市
場
で
は
こ
の

領
域
に
対
し
て
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
可
視
化

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に

力
を
入
れ
て
い
く
と
し
た
。

清
掃
活
動
し

地
域
に
貢
献日東

工
業

　
清
掃
活
動
を
楽
し
み
な
が

ら
地
域
貢
献
―
日
東
工
業
の

社
員
が
、
こ
の
ほ
ど
本
社
・

名
古
屋
工
場
が
あ
る
愛
知
県

長
久
手
市
の
市
が
洞
地
区
清

掃
活
動
「
５
３
０
（
ご
み
ゼ

ロ
）
運
動
」
に
参
加
し
た
。

　
同
社
の
社
員
と
そ
の
家
族

45
人
が
参
加
し
、
ゴ
ミ
拾
い

な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た

＝
写
真
。

　
清
掃
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
て
暖
か
く
、
道
沿
い
の

細
か
い
部
分
に
ま
で
気
を
配

り
な
が
ら
清
掃
を
行
い
、
地

域
の
美
化
に
貢
献
す
る
活
動

と
な
っ
た
。

　
子
ど
も
の

参
加
者
も
一

生
懸
命
ゴ
ミ

を
探
し
て
拾

い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神

を
身
に
つ
け

る
の
に
役
立

っ
て
い
た
よ

う
だ
。

　
同
社
は
今

後
も
地
域
で

の
社
会
貢
献

活
動
へ
の
参

加
を
通
し
て
、
地
元
長
久
手

市
の
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」に
貢
献
し
て
い
く
。

　
「
第
２
回
ビ
ジ
ョ
ン
ゼ
ロ

・
サ
ミ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン

（
Ｖ
Ｚ
Ｓ
Ｊ
２
０
２
２
）
」

が
、
５
月
11
日
か
ら
３
日

間
、
Ｗ
ｅ
ｂ
・
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
開
催
さ
れ
た
が
、
６

月
20
日
か
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
と

し
て
無
料
配
信
が
始
ま
っ

た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
世
界
の

安
全
の
新
潮
流
で
あ
る
「
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」

活
動
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開

し
て
い
る
企
業
や
団
体
と
国

境
を
越
え
連
携
を
取
り
ま
が

ら
、
日
本
か
ら
世
界
に
向
け

て
発
信
し
、
働
く
人
の
安
全

（
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
）
・
健
康

（
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
）
・
幸
福

（
Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
―
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ

ｇ
）
の
実
戦
的
ア
プ
ロ
ー
チ

推
進
と
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。

　
今
回
は
、
41
カ
国
・
地
域

か
ら
約
２
０
０
人
の
世
界
的

専
門
家
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

の
リ
ー
ダ
ー
が
16
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
に
分
か
れ
登
壇
。
サ
ミ

ッ
ト
最
後
に
「
東
京
宣
言
」

が
発
出
さ
れ
、
ビ
ジ
ョ
ン
ゼ

ロ
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
者
は
東

京
宣
言
の
目
標
に
対
す
る
進

捗
を
次
回
以
降
の
サ
ミ
ッ
ト

で
報
告
す
る
こ
と
を
約
束
し

閉
幕
し
た
。

　
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
視

聴
が
あ
り
、
反
響
も
大
き
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
「
無
料
・

字
幕
付
」
の
形
で
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
ゼ
ロ

の
さ
ら
な
る
理
解
促
進
を
推

進
し
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
実
現
を
目
指
す
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
リ
ー
視
聴
は
、

Ｖ
Ｚ
Ｓ
Ｊ
２
０
２
２

（https://japan.
visionzerosummits.
com/ja

）
か
ら
で
き
る
。

20
㌔
㌘
可
搬
の
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
新
製
品
「
Ｕ
Ｒ
20
」
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22
年
５
月
　
工
作
機
械
受
注

　
日
本
工
作
機
械
輸
入
協
会
に
よ
る
と
、
２
０

２
２
年
４
月
の
工
作
機
械
の
輸
入
金
額
は
４
８

２
億
３
２
１
９
万
円
で
、
前
年
同
月
比
92
・
７

％
増
と
約
２
倍
と
な
っ
た
。

　
半
導
体
業
界
の
設
備
投
資
の
勢
い
は
依
然
と

し
て
強
く
、
半
導
体
製
造
装
置
は
１
１
４
７
台

が
輸
入
さ
れ
、
１
１
１
％
増
の
４
０
９
億
４
３

５
１
万
円
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
旋
盤
は
５
１

２
台
、
83
％
増
の
30
億
５
３
０
３
万
円
、
放
電

加
工
機
が
８
４
７
台
、
55
％
増
の
14
億
５
４
３

６
万
円
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
66
台
、
72

・
４
％
増
の
12
億
３
２
５
４
万
円
、
研
削
盤
が

４
０
８
４
台
、
１
０
８
・
９
％
増
の
８
億
３
０

７
２
万
円
と
続
い
た
。

　
工
作
機
械
業
界
、
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
２

０
２
１
年
度
業
績
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
？
　
日

本
工
作
機
械
工
業
会
は
、
会
員
企
業
の
う
ち
工

作
機
械
の
専
業
比
率
30
％
以
上
の
上
場
メ
ー
カ

工作機械受注　2022年5月（確報）
金額（円） 前年同月比

内需

一般機械 199億4800万 50.1%増
自動車 113億9600万 49.7%増
電気・精密 69億7800万 49.1%増
航空・造船・輸送用
機械 16億0300万 80.3%増

494億8100万 48.9%増

外需

アジア 483億3500万 4.2%減
欧州 205億1000万 20.2%増
北米 330億3000万 49.9%増

1038億5300万 14.5%増
日本工作機械工業会　受注統計より作成

工作機械メーカー
2022年度連結業績予想（15社）

売上高 8260億4900万円 14.0%増
営業利益 728億3300万円 37.3%増
純利益 547億7500万円 22.3%増

増収増益　12社　増収減益　3社

2022年4月　工作機械類等 機種別月別輸入通関実績
台数（台） 金額（円） 前年同月比

旋盤 512 30億5303万 83.8%増
ウェイタイプユ
ニット
ヘッド機

0 0 ―

ボール盤 38 3612万 6.9%増
中ぐり盤 1 55万 ―
フライス盤 46 6452万 668.9%増
研削盤 4084 8億3072万 108.9%増
歯切り盤 2 7887万 51.4%減
マシニングセン
ター 66 12億3254万 72.4%増

ユニットコンス
トラクションマ
シン他

0 0 ―

放電加工機 847 14億5436万 55.3%増
その他金属切削
型工作機械 3772 1億2288万 54.5%減

鍛圧機械 393 4億1506万 71.9%減
半導体製造装置 1147 409億4351万 111.4%増

合計 1万908台 482億3219万円 92.7%増

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会
は
、
２
０
２
２
年
５

月
の
工
作
機
械
の
受
注
状
況
（
確
報
）
を
公
表

し
、
受
注
総
額
は
１
５
３
３
億
３
４
０
０
万
円

（
前
年
同
月
比
23
・
７
％
増
）
と
な
り
、
３
カ

月
連
続
で
１
５
０
０
億
円
を
超
え
た
。
５
月
と

し
て
の
１
５
０
０
億
円
超
え
は
初
め
て
で
、
単

月
の
受
注
額
で
も
過
去
11
番
目
の
好
結
果
と
な

っ
た
。

　
内
需
は
４
９
４
億
８
１
０
０
万
円
（
48
・
９

％
増
）
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
よ
る
営
業

日
減
の
影
響
で
前
月
比
で
は
下
回
っ
た
が
、
半

導
体
関
連
を
中
心
に
好
調
を
持
続
し
て
い
る
。

　
外
需
は
１
０
３
８
億
５
３
０
０
万
円
（
14
・

５
％
増
）
。
３
カ
月
連
続
で
１
０
０
０
億
円
を

超
え
、
単
月
と
し
て
も
過
去
４
番
目
の
実
績
と

な
っ
た
。
地
域
別
で
は
、
ア
ジ
ア
は
中
国
や
韓

国
が
好
調
で
３
カ
月
連
続
で
４
５
０
億
円
を
超

え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
２
カ
月
連
続
で
２
０
０
億

円
を
上
回
っ
た
。
北
米
は
自
動
車
関
連
の
大
型

受
注
が
あ
り
、
３
カ
月
連
続
で
３
０
０
億
円
を

超
え
、
過
去
最
高
額
も
更
新
し
た
。

％
増
の
７
２
８
億
３
３
０
０
万
円
、
純
利
益
は

22
・
３
％
増
の
５
４
７
億
７
５
０
０
万
円
と
な

り
、
21
年
度
に
続
い
て
工
作
機
械
業
界
は
好
調

持
続
の
見
通
し
。

　
調
査
対
象
企
業
は
、
専
業
比
率
30
％
以
上
の

集
計
対
象
企
業
が
エ
ン
シ
ュ
ウ
、
浜
井
産
業
、

豊
和
工
業
、
小
池
酸
素
工
業
、
牧
野
フ
ラ
イ
ス

製
作
所
、
岡
本
工
作
機
械
製
作
所
Ｏ
Ｋ
Ｋ
、
オ

ー
ク
マ
、
西
部
電
機
、
ソ
デ
ィ
ッ
ク
、
ス
タ
ー

精
密
、
太
陽
工
機
、
高
松
機
械
工
業
、
滝
澤
鉄

工
所
、
和
井
田
製
作
所
。
専
業
比
率
30
％
以
下

の
集
計
対
象
企
業
が
シ
チ
ズ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー

（
シ
チ
ズ
ン
時
計
）
、
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
、
不
二
越
、

倉
敷
機
械
（
倉
敷
紡
績
）
、
黒
田
精
工
、
ミ
ロ

ク
機
械
（
ミ
ロ
ク
）
、
三
井
ハ
イ
テ
ッ
ク
、
オ

ー
エ
ム
製
作
所
（
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
）
、
桜
井
製
作
所
、
芝
浦
機
械
。

内需や半導体関連がけん引

当月初の1500億円突破

21
年
度
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー

収
益
状
況

22
年
4
月
工
作
機
械
輸
入

前　年
同月比92％増 482億円
半導体業界 設備投資勢い保つ

15
社
中
14
社
増
収
増
益

22
年
度
も
好
調
継
続
へ

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
若
手
技
術
者

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
影
響
も
あ
る

中
、
将
来
を
期
待
さ
れ
て
入
社
し
た

新
人
技
術
者
。
今
年
入
社
し
た
技
術

者
た
ち
も
、
秋
ご
ろ
に
な
る
と
会
社

で
の
生
活
が
大
体
つ
か
め
始
め
る
一

方
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
下
が
り
始
め
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
低
下
し
ま
す
が
、
比
較
的
よ

く
あ
て
は
ま
る
要
因
の
一
つ
が
、

「
自
分
が
思
う
よ
う
な
仕
事
が
で
き

な
い
（
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ

る
）
」
と
い
う
も
の
で
す
。

自
分
の
力
を
生
か
せ
て

い
な
い
と
感
じ
る

若
手
技
術
者

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
多
く
は
、
建
前

上
は
即
戦
力
と
言
い
な
が
ら
も
、
入

社
数
年
以
内
の
若
手
技
術
者
に
対
し

て
期
待
す
る
こ
と
は
、
「
社
内
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
や
社
内
基
本
業
務

の
習
得
」
が
主
と
な
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　
知
識
も
経
験
も
不
足
す
る
若
手
技

術
者
に
い
き
な
り
成
果
を
求
め
る
の

は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
少
数
精
鋭

の
零
細
企
業
を
除
い
て
は
、
普
通
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
希
望
を
持
っ
て
入
社
し

た
若
手
技
術
者
た
ち
の
中
に
は
、

「
自
分
た
ち
は
技
術
の
専
門
家
と
し

て
華
々
し
い
成
果
を
出
す
た
め
に
就

職
し
た
」
と
考
え
る
方
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な

く
む
し
ろ
望
ま
し
い
視
点
で
す
が
、

「
や
っ
た
こ
と
の
無
い
仕
事
で
成
果

吉田　州一郎
（よしだ　しゅういちろう）
　FRP Consultant株式会社
　代表取締役社長
　福井大学非常勤講師
　FRP（繊維強化プラスチック）を用
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を
出
す
に
は
、
あ
る
程
度
の
経
験
は

必
要
で
あ
る
」
と
い
う
自
分
の
立
ち

位
置
を
理
解
し
な
い
で
上
記
の
理
想

ば
か
り
を
追
い
求
め
る
と
、
「
理
想

と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
す
ぎ

る
」
と
い
う
失
望
に
近
い
感
情
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
以
下
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
下
が

っ
て
い
る
若
手
技
術
者
の
心
理
や
言

動
の
例
を
示
し
ま
す
。
矢
印
の
右
側

に
示
し
た
の
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る

要
因
で
す
。

　
・
な
ぜ
自
分
は
意
味
の
な
い
ル
ー

テ
ィ
ン
の
よ
う
な
仕
事
ば
か
り
な
の

だ
ろ
う
。
↓
仕
事
に
慣
れ
、
新
鮮
味

が
薄
れ
始
め
る
と
感
じ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

　
・
上
司
や
諸
先
輩
が
や
っ
て
い
る

よ
う
な
仕
事
を
や
り
た
い
の
に
、
な

ぜ
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
の
だ
ろ

う
。
↓
周
り
が
少
し
見
え
始
め
、
自

分
は
も
う
少
し
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
気
持
ち
が
出
始
め
て
い
ま

す
。

　
・
上
司
や
先
輩
は
な
ぜ
、
自
分
と

距
離
を
持
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
教
え
て
ほ
し
い
の

に
。
↓
昨
今
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
は

技
術
者
の
育
成
に
十
分
な
時
間
を
割

く
余
裕
が
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
ま

た
育
成
す
る
側
の
技
術
者
が
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
こ
だ
わ
る
、
ま
た
は
教
育
す

る
の
に
必
要
な
技
術
的
経
験
が
不
足

し
て
い
る
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
る
の
が
、
こ
の
よ
う
な
感
情
を

持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
上
記
の
よ
う
な
発
言
や
、
そ
れ
を

示
唆
す
る
言
動
が
見
ら
れ
る
場
合
、

若
手
技
術
者
は
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
強
く
意
識
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
若
手
技
術
者
に

求
め
ら
れ
る
主
導
権
を
握
る

と
い
う
姿
勢

　
若
手
技
術
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

し
て
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
若
手
技
術
者
に

対
す
る
、
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
助

言
の
一
つ
が
、
「
技
術
的
な
専
門
性

以
外
の
打
ち
合
わ
せ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
主
導
権
を
握
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
技
術
職
で
あ
る
技
術
者
の
仕
事

は
、
ど
う
し
て
も
経
験
に
よ
っ
て
蓄

積
さ
れ
た
「
知
恵
」
や
そ
れ
を
担
保

す
る
技
術
的
な
知
見
の
鍛
錬
と
実
務

経
験
が
不
可
欠
で
す
。
若
手
技
術
者

と
経
験
あ
る
技
術
者
間
の
差
は
簡
単

に
は
埋
ま
ら
な
い
の
で
す
。

　
し
か
し
、
若
手
技
術
者
が
持
つ
理

想
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
実
務
と
い

う
実
践
経
験
が
不
可
欠
。
そ
の
た
め

に
は
、
「
足
元
の
業
務
で
主
導
権
を

握
り
、
自
ら
の
存
在
価
値
を
高
め

る
」
と
い
う
取
り
組
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
自
ら
の
存
在
価
値
を
高
め
て
い
か

な
い
と
、
よ
り
上
の
目
線
で
働
く
と

い
う
チ
ャ
ン
ス
が
も
ら
え
な
い
か
ら

で
す
。

　
で
は
ど
う
し
た
ら
存
在
価
値
を
高

め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で

若
手
技
術
者
の
方
に
着
目
し
て
ほ
し

い
の
は
、
「
打
ち
合
わ
せ
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
で
す
。
打
ち
合
わ
せ
や
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
技
術
的
な
経
験
と

は
あ
ま
り
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
も
そ
も
技
術
者
は
全
体

的
に
「
打
ち
合
わ
せ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
進
行
が
苦
手
」
な
の
で
す
。
つ

ま
り
、
若
手
技
術
者
で
あ
っ
て
も
十

分
に
そ
の
存
在
感
を
発
揮
で
き
る
場

面
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

若
手
技
術
者
が
打
ち
合
わ
せ

や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

存
在
価
値
を

高
め
る
た
め
に
は

　
具
体
的
に
若
手
技
術
者
が
打
ち
合

わ
せ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
存
在
価
値

を
高
め
る
た
め
に
意
識
し
て
ほ
し
い

の
は
３
点
で
す
。

　
１
・
打
ち
合
わ
せ
の
終
了
時
間
　

　
２
・
打
ち
合
わ
せ
の
目
的
と
決
定

事
項

　
３
・
打
ち
合
わ
せ
議
事
録
の
作
成 

　
そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
述
べ
ま
す
。

打ち合わせはアピールの好機

製造業・世界と戦う担い手づくり
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１
・
打
ち
合
わ
せ
の
終
了
時
間

　
技
術
者
は
全
体
的
に
話
が
長
く
、

ま
た
、
自
ら
の
専
門
に
関
す
る
内
容

や
、
技
術
的
に
興
味
を
持
っ
た
内
容

に
つ
い
て
必
要
以
上
に
時
間
を
か
け

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
徹
底
し

た
技
術
的
な
議
論
が
必
要
な
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場

合
は
良
い
の
で
す
が
、
基
本
的
に
打

ち
合
わ
せ
に
は
複
数
の
人
間
が
参
加

す
る
以
上
、
「
参
加
者
を
拘
束
し
て

い
る
」
と
い
う
意
識
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
若
手
技
術
者
が
担
え
る
代
表

的
な
業
務
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

　
２
・
打
ち
合
わ
せ
の
目
的
と
決
定

事
項

　
打
ち
合
わ
せ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は

必
ず
目
的
が
あ
っ
て
始
ま
り
ま
す
。

多
く
の
目
的
は
「
何
か
を
決
め
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

目
的
を
到
達
し
た
と
い
う
こ
と
は
何

か
し
ら
の
決
定
事
項
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
目
的
と
決
定
事
項
を
対
で
き
る

よ
う
な
状
態
で
打
ち
合
わ
せ
会
場
で

提
示
し
、
議
論
が
発
散
し
な
い
よ
う

に
す
る
と
い
う
の
も
大
切
な
打
ち
合

わ
せ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

　
打
ち
合
わ
せ
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

場
で
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
ス
ラ
イ

ド
で
全
員
に
見
え
る
形
で
「
目
的
」

と
「
決
定
事
項
」
を
記
載
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
１
：
１
で
見
え
る
よ
う
に
し

て
お
く
と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　
決
定
事
項
は
そ
れ
が
決
ま
っ
た
段

階
で
、
「
目
的
に
対
す
る
決
定
事
項

と
し
て
こ
の
よ
う
に
記
載
い
た
し
ま

す
。
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と

い
う
記
載
と
発
言
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
、
若
手
技

術
者
は
十
分
に
意
識
す
れ
ば
で
き
る

こ
と
で
す
。

　
３
・
打
ち
合
わ
せ
議
事
録
の
作
成

　
私
の
知
る
限
り
、
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
技
術
者
が
ま
と
も
に

書
け
ま
せ
ん
。
言
い
換
え
る
と
、
若

手
技
術
者
で
も
鍛
錬
す
れ
ば
十
分
に

有
意
性
を
確
保
で
き
る
業
務
と
い
え

ま
す
。
打
ち
合
わ
せ
で
は
言
わ
れ
な

く
と
も
積
極
的
に
議
事
録
を
書
き
、

そ
れ
を
出
席
者
に
共
有
す
る
と
い
う

こ
と
を
行
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
文
章
作
成
力
は
、
出

張
報
告
書
は
も
ち
ろ
ん
、
技
術
者
と

し
て
最
重
要
の
文
書
で
あ
る
、
「
技

術
報
告
書
」
の
作
成
ス
キ
ル
向
上
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
実
績
に
よ
り
若
手
技
術

者
は
自
ら
の
存
在
価
値
が
高
ま
っ
て

い
る
と
実
感
し
、
理
想
に
近
づ
く
た

め
に
や
る
べ
き
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ

積
み
重
ね
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
の

余
裕
と
、
前
進
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
下
が
り
始
め

て
い
る
１
年
目
や
入
社
数
年
以
内
の

若
手
技
術
者
を
引
き
上
げ
る
に
は
、

自
ら
の
存
在
価
値
を
見
い
だ
し
て
も

ら
う
の
が
最
適
で
す
。

　
し
か
し
、
若
手
技
術
者
の
多
く

は
、
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
何
か
し
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
他

力
本
願
の
人
が
多
い
と
感
じ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

　
こ
れ
が
時
代
の
流
れ
な
の
か
、
昔

か
ら
な
の
か
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
を
否
定
す
る
よ
り
も
、
ど

う
す
れ
ば
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
る

の
か
と
い
う
道
筋
を
教
え
る
こ
と

は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
も
で
き

る
こ
と
で
あ
り
、
や
っ
て
お
い
た
方

が
後
で
技
術
者
集
団
と
し
て
の
戦
力

が
上
が
る
と
い
え
ま
す
。
ご
参
考
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

５
０
０
万
円
、
純
利
益
は

９
１
１
・
４
％
増
の
４
４

７
億
８
５
０
０
万
円
と
な

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
幅
に

落
ち
込
ん
だ
20
年
度
か
ら

急
激
な
回
復
を
見
せ
た
。

　
22
年
度
の
業
績
予
想
に

つ
い
て
も
、
15
社
の
う
ち

増
収
増
益
予
想
が
12
社
、

増
収
減
益
予
想
が
３
社
。

合
計
売
上
高
は
14
％
増
の

８
２
６
０
億
４
９
０
０
万

円
、
営
業
利
益
は
37
・
３

ー
15
社
を
対
象
に
収
益
状
況
の
調
査
結
果
を
ま

と
め
た
。

　
21
年
度
通
期
の
業
績
は
、
対
象
企
業
15
社
の

う
ち
14
社
が
増
収
増
益
、
残
り
１
社
も
減
収
増

益
と
利
益
を
拡
大
。
合
計
売
上
高
は
前
年
度
比

34
・
６
％
増
の
７
２
４
８
億
８
１
０
０
万
円
、

営
業
利
益
は
４
６
７
・
８
％
増
の
５
３
０
億
６
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JECA FAIR 2022 製品コンクール　受賞製品一覧
社名 製品名

国土交通大臣賞 日東工業株式会社 産業用太陽光自家消費蓄電池システム
サファLink -ONE-

経済産業大臣賞 株式会社関電工 測定記録支援システム『BLuE』
環境大臣賞 河村電器産業株式会社 スマートenコントロールシステム

中小企業庁長官賞 共立電気計器株式会社 EV普通充電設備向けマルチファンクション
テスタ「KEW　6514BT」

消防庁長官賞 該当製品なし
独立行政法人労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所所長賞 長谷川電機工業株式会社 HA型アースフック「キュービクル万能タイ

プ」
地方独立行政法人東京都立産業技術研究
センター　理事長賞 三和電気計器株式会社 接 近 セ ン サ （ 6 . 6 k V 架 空 配 電 線 用 ）

SN301
一般財団法人関東電気保安協会理事長賞 株式会社戸上電機製作所 AIによる微地絡・地絡原因特定システム

一般社団法人日本電設工業協会会長賞 東芝インフラシステムズ株式会
社

TEVセンサを用いた
スイッチギヤ絶縁診断サービス

一般社団法人日本電設工業協会奨励賞

株式会社日立産機システム 環境調和型変圧器
Superアモルファス奏（かなで）

株式会社土井製作所 開口部浸水対策工法
北陸電気工事株式会社 まるごとARメジャーアプリ
マルチ計測器株式会社 ツイストクランプメーター　TCM-45E
三菱電機株式会社 省エネ支援アプリケーションEcoAdviser

　
６
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
わ
れ
、
現
在
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

中
の
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
　
２
０
２
２
（
第
70
回
電
設
工
業
展
）
」
（
主
催
＝
日
本

電
設
工
業
協
会
）
で
は
、
毎
回
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、

そ
の
受
賞
製
品
が
決
定
し
た
。
今
回
の
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
50
社
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

13
社
の
製
品
が
選
ば
れ
た
。

「JECA　FAIR2022」　製品コンクール　受賞製品決定

脱炭素、省エネ、作業安全・効率化、EV関連製品・技術に注目
　
国
土
交
通
大
臣
賞
は
、
日
東
工
業
の
産
業
用

太
陽
光
自
家
消
費
蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
「
サ
フ
ァ

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
―
」
が
受
賞
。
蓄
電
池
本

体
に
電
気
自
動
車
の
日
産
リ
ー
フ
の
使
用
済
み

バ
ッ
テ
リ
ー
を
再
生
品
化
し
た
リ
ユ
ー
ス
バ
ッ

　
労
働
者
健
康
安
全
機
構
労
働
安
全
衛
生
総
合

研
究
所
所
長
賞
は
、
長
谷
川
電
機
工
業
の
Ｈ
Ａ

型
ア
ー
ス
フ
ッ
ク
　
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
万
能
タ
イ

プ
。
北
陸
電
気
保
安
協
会
と
の
共
同
開
発
製
品

で
、
Ｈ
型
の
強
力
な
ク
リ
ッ
プ
力
を
そ
の
ま
ま

に
、
滑
車
の
原
理
を
利
用
し
て
ロ
ー
プ
を
引
く

だ
け
で
楽
に
操
作
で
き
、
延
長
棒
で
高
所
・
狭

所
へ
ア
ク
セ
ス
も
簡
単
に
行
え
る
と
い
う
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

　
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

賞
は
、
三
和
電
気
計
器
の
接
近
セ
ン
サ
（
６
・

６
ｋＶ
架
空
配
電
線
用
）
「
Ｓ
Ｎ
３
０
１
」
。
一

般
的
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
装
着
す
る
だ
け
で
、
頭

か
ら
つ
ま
先
ま
で
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
高
圧

交
流
電
源
へ
の
接
近
を
検
知
し
、
ブ
ザ
ー
音
と

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
関
東
電
気
保
安
協
会
理
事
長
賞
は
、
戸
上
電

機
製
作
所
の
Ａ
Ｉ
に
よ
る
微
地
絡
・
地
絡
原
因

特
定
シ
ス
テ
ム
。
Ａ
Ｉ
を
使
う
こ
と
で
、
高
圧

需
要
家
構
内
の
地
絡
の
予
兆
（
微
地
絡
）
や
地

絡
事
故
の
原
因
が
「
ケ
ー
ブ
ル
」
か
「
ケ
ー
ブ

ル
以
外
」
の
ど
ち
ら
に
起
因
す
る
も
の
か
判
断

で
き
、
地
絡
発
生
箇
所
の
特
定
や
事
故
原
因
特

定
作
業
の
効
率
化
に
繋
が
る
。
ま
た
予
知
保
全

と
し
て
活
用
で
き
、
突
発
的
な
地
絡
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
。

国
土
交
通
大
臣
賞
に
日
東
工
業

環
境
大
臣
賞
は
河
村
電
器
産
業

電
設
工
業
協
会
奨
励
賞 

三
菱
電
機
、
日
立
産
機

シ
ス
テ
ム
な
ど
５
社
５
製
品 共立電気計器

「KEW　6514BT」

河
村
電
器
産
業
の
ス
マ
ー
ト
ｅ
ｎ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
シ
ス
テ
ム
図

日
東
工
業「「
サ
フ
ァ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
―
」

関
電
工
の
測
定
記
録
支
援
シ
ス
テ
ム

三
菱
電
機「
Ｅ
ｃ
ｏ
Ａ
ｄ
ｖ
ｉ
ｓ
ｅ
ｒ
」

イ
メ
ー
ジ

日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
の
環
境
調
和
型
変
圧
器

「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
奏
」

テ
リ
ー
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
製
造
工
程
で
の

Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
レ
ア
メ
タ
ル
の
資
源
再
利
用
す

る
な
ど
脱
炭
素
を
強
く
意
識
し
た
製
品
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
外
観
は
キ
ュ
ー
ビ
ク
る
構
造
と

な
り
、
既
存
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
と
連
結
さ
せ
て
一

体
型
と
し
て
設
置
・
運
用
で
き
る
使
い
や
す
さ

を
実
現
し
て
い
る
。
発
電
し
た
電
力
は
自
家
消

費
が
で
き
、
日
中
の
余
剰
電
力
を
蓄
電
し
て
夜

間
に
使
う
と
い
っ
た
使
い
方
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
経
済
産
業
大
臣
賞
は
、
関
電
工
の
測
定
記
録

支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｂ
Ｌ
ｕ
Ｅ
」
。
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ

ｏ
ｏ
ｔ
ｈ
な
ど
の
無
線
通
信
で
繋
が
っ
た
測
定

器
か
ら
送
信
さ
れ
て
く
る
測
定
値
を
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

図
面
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
図
面
や
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
帳
票
へ
ダ

イ
レ
ク
ト
に
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
。
ど
ん
な
図
面
や
帳
票
で
も
そ
の
ま
ま

使
え
、
測
定
作
業
が
終
了
す
る
と
同
時
に
報
告

書
が
完
成
し
、
測
定
業
務
終
了
後
の
Ｐ
Ｃ
で
の

測
定
デ
ー
タ
の
転
記
や
報
告
書
作
成
業
務
を
効

率
化
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
環
境
大
臣
賞
は
、
河
村
電
器
産
業
の
「
ス
マ

ー
ト
ｅ
ｎ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
」
。
Ｅ
Ｖ

の
普
及
拡
大
に
と
も
な
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
は
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
独
立
分
散
制
御
技
術
と
同
社
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
制
御
ロ
ジ
ッ
ク
の
技
術
を
融
合
し
、

Ｅ
Ｖ
充
電
器
と
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池
、

さ
ら
に
は
住
宅
設
備
を
効
率
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
配
分
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
中
小
企
業
庁
長
官
賞
は
、
共
立
電
気
計
器
の

Ｅ
Ｖ
普
通
充
電
設
備
向
け
マ
ル
チ
フ
ァ
ン
ク
シ

ョ
ン
テ
ス
タ
「
Ｋ
Ｅ
Ｗ
　
６
５
１
４
Ｂ
Ｔ
」
。

電
気
設
備
へ
の
各
種
試
験
が
で
き
る
の
に
加

え
、
専
用
ア
ダ
プ
タ
を
使
う
こ
と
で
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
用
の
普
通
充
電
設
備
（
Ｅ
Ｖ
Ｓ

Ｅ
）
に
対
す
る
各
種
試
験
や
動
作
確
認
が
可
能

な
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
電
設
工
業
協
会
会
長
賞
は
、
東
芝
イ
ン

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
Ｔ
Ｅ
Ｖ
（
過
渡
接
地
電

圧
）
セ
ン
サ
を
用
い
た
ス
イ
ッ
チ
ギ
ヤ
絶
縁
診

断
サ
ー
ビ
ス
。
設
備
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
運

用
状
態
の
ま
ま
短
時
間
で
特
高
ス
イ
ッ
チ
ギ
ヤ

の
絶
縁
破
壊
の
予
兆
を
Ｔ
Ｅ
Ｖ
セ
ン
サ
で
診
断

で
き
、
想
定
部
位
か
ら
欠
陥
種
（
放
電
発
生

部
）
を
推
定
で
き
る
。

　
日
本
電
設
工
業
協
会
奨
励
賞
は
、
５
社
５
製

品
が
受
賞
。

　
三
菱
電
機
の
省
エ
ネ
分
析
・
診
断
支
援
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｅ
ｃ
ｏ
Ａ
ｄ
ｖ
ｉ
ｓ
ｅ
ｒ
」

は
、
Ａ
Ｉ
技
術
「
Ｍ
ａ
ｉ
ｓ
ａ
ｒ
ｔ
」
を
活
用

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
抽
出
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ

ス
要
因
診
断
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
活
動
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
も
の
。
生
産

現
場
な
ど
に
お
い
て
蓄
積
し
た
収
集
デ
ー
タ
の

見
え
る
化
だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
ロ
ス
抽
出
や
要
因
診
断
で
効
果
的
な
省
エ

ネ
活
動
を
実
現
で
き
る
。

　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
の
環
境
調
和
型
変
圧
器

Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
奏
（
か
な
で
）

は
、
絶
縁
油
に
大
豆
油
を
使
用
し
、
災
害
な
ど

で
油
が
漏
れ
て
も
汚
染
の
懸
念
が
少
な
く
、
引

火
点
も
鉱
油
よ
り
も
高
温
で
、
高
い
安
全
性
を

有
し
て
い
る
。
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
鉄
心
採
用
で
電

力
損
失
を
低
減
し
て
い
る
。

　
土
井
製
作
所
の
開
口
部
浸
水
対
策
工
法
は
、

建
物
の
ピ
ッ
ト
・
ダ
ク
ト
な
ど
の
壁
貫
通
の
開

口
部
を
耐
水
化
し
、
電
気
室
な
ど
の
重
要
設
備

の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
工
法
で
、
既
存
設
備
を
稼

働
さ
せ
た
ま
ま
浸
水
対
策
が
可
能
。

　
北
陸
電
気
工
事
の
ま
る
ご
と
Ａ
Ｒ
メ
ジ
ャ
ー

ア
プ
リ
は
、
床
や
壁
、
天
井
を
透
過
さ
せ
る
機

能
付
き
で
、
仕
上
げ
後
の
写
真
に
施
工
状
況
を

重
ね
合
わ
せ
た
写
真
が
記
録
で
き
る
。
ま
た
メ

ジ
ャ
ー
自
動
表
示
機
能
で
、
メ
ジ
ャ
ー
を
持
た

ず
に
一
人
で
寸
法
入
り
の
工
事
写
真
が
撮
影
で

き
る
。

　
マ
ル
チ
計
測
器
の
ツ
イ
ス
ト
ク
ラ
ン
プ
メ
ー

タ
ー
「
Ｔ
Ｃ
Ｍ
―
45
Ｅ
」
は
、
ひ
ね
っ
て
計
測

す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
測
定
し
づ
ら
か

っ
た
場
所
で
も
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
消
防
庁
長
官
賞
は
該
当
製
品
が
な
か
っ
た
。

　
表
彰
式
は
、
７
月
７
日
に
東
京
都
千
代
田
区

の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
行
わ
れ

る
。

戸
上
電
機
製
作
所
の
微
地
絡
・

地
絡
原
因
特
定
シ
ス
テ
ム
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工場新設・増設情報 6月第4週

【国内】
■協立電機、グループ会社を統合し新会社設立。静
岡市清水区に制御盤の新工場建設
　協立電機は、グループ会社の協和電工とサンシン
産業を2022年7月1日に統合し、協和サンシンエンジ
ニアリングを設立し、併せて新工場（静岡市清水区
大内97-1）を建設する。
　新工場は、制御盤製造のための作業スペースの増
加と工場集約による効率化を目的とし、敷地面積

3791平方㍍に鉄骨２階建ての建物面積940平方㍍、
延床面積1751平方㍍を建設する。投資金額は7億
6000万円。
■ユタカフーズ、愛知県知多郡武豊町に新工場。
2025年5月稼働開始、投資金額99億円
　調味料製造・食品OEMのユタカフーズは、愛知
県知多郡武豊町に新工場となる「チルド新工場」（愛
知県知多郡武豊町字川脇34-1）を建設する。
　新工場は、鉄骨3階建ての建物面積4170平方㍍、
延床面積1万3200平方㍍となり、2024年1月に着工し、
2025年5月の稼働開始を予定。
　投資予定額は99億円。
■鈴与エコプロダクツ、静岡県袋井市でプラスチッ
クリユース・リサイクル工場稼働開始
　鈴与グループでポリ容器の洗浄リユース事業を行
う鈴与エコプロダクツは、静岡県袋井市の袋井事業
所第2工場（袋井市見取1924-3）が完成し、6月1日
から稼働開始した。

　新工場は、袋井事業所の隣接地4万9608平方㍍に
建物面積3457平方㍍。業務用ポリ容器と通い箱の洗
浄リユースのほか、廃水処理、リユース不適合容器
のリサイクル、ラベル装着新缶容器の販売、破砕プ
ラ資源の販売処理を行い、処理可能量は1日あたり
2600本。
　第1工場の年間処理本数は180万本に達しており、
2030年には第１と第２工場を合わせて年間300万本の
処理を目指し、設備投資を行っていく。
■三井E&Sマシナリー、水素ビジネス開発用に岡山
県・玉野工場に水素ガス供給設備
　三井E&Sマシナリーは、水素関連ビジネスの立
ち上げに向けて、岡山県玉野市の玉野機械工場（岡
山県玉野市玉3-1-1）に、1000N㎥/hの大容量の水素
ガスの供給を可能とする水素ガス供給設備（液化水
素タンクや水素ガス圧縮機など）を建設する。
　2021年度にダイハツディーゼルと共に採択された
国土交通省補助事業「海事産業集約連携促進技術開
発費補助金」に関連し、同設備を使って大型舶用エ
ンジン(出力7MW)へ大容量の水素を供給しての水素
燃焼の技術開発を行う。また燃料供給と大型機関の

カップリング運転技術を確立し、水素燃焼推進プラ
ントの技術開発を進める。また、天然ガス焚きガス
タービンSB5N(発電出力1MW)の、水素混焼・専焼技
術開発も行う。
■東京計器、小型SAR衛星の組み立て棟を栃木県那
須工場内に建設へ　
　東京計器は、人工衛星の開発・運用と、それにと
もなうソリューションを提供するSynspectiveと、
小型SAR衛星の量産化に向けたパートナーシップ
を締結した。

　Synspectiveは2026年前後までに30機の衛星群を
構築する計画があり、東京計器がその生産を担い、
栃木県の那須工場内にクリーンルームを備えた衛星
組み立て棟を建設する。
■日本ファインセラミックス、宮城県の2工場で半
導体用セラミックス増産の設備投資
　日揮グループの機能材製造事業会社の日本ファイ
ンセラミックスは、宮城県富谷市の富谷事業所と仙
台市の本社事業所で、半導体製造装置用セラミック
ス製品の高精度化とパワー半導体用窒化ケイ素基板
の増産に向けた設備投資を実施する。

　半導体需要増による半導体製造装置市場の拡大に
よってミクロン単位の平面度を求められる半導体製
造装置向け高精度部品の引き合いが増加しており、
そこに向けた精密加工装置や高精度測定器の導入に
加え、車載用パワー半導体の絶縁放熱基板として自
動車メーカーや回路基板メーカーから採用が進む窒
化ケイ素セラミックス製絶縁放熱基板の増産に向け
た設備投資を行う。
　総投資金額は約20億円で、今回の設備投資によっ
て半導体製造装置用セラミックスや窒化ケイ素セラ
ミックス製絶縁放熱基板などの製造能力を現行の

1.5倍に拡大する。
■ユナイテッド・スーパーマーケットHDとプラン
テックス、茨城県土浦市に植物工場稼働
　マルエツやマックスバリュ関東など首都圏でスー

【海外】
■日揮、インドネシア現地法人が天然ガス処理プラ
ント建設を受注
　日揮のインドネシア現地法人であるJGCインドネ
シア社は、独立系石油・天然ガス生産事業者ジェッ
ドストーンエナジー社のインドネシア法人ジェッド
ストーンエナジーレマング社から、インドネシア・
南スマトラ州ジャンビの天然ガス処理プラント建設
プロジェクトを受注した。

　プロジェクトは、ジェッドストーンエナジー社が
保有するアカタラガス田から生産される天然ガスを
精製する天然ガス処理プラント（処理能力

25MMScfd）を建設し、精製されたセールスガスを
ガスステーションに輸送するガスパイプライン（約

17㌔㍍）を建設するもの。セールスガスはインドネ
シア国内で主に火力発電所の燃料として使用される
予定。
　完工は2024年前半を予定している。
■ダブル・スコープ、ハンガリーにリチウムイオン
二次電池用セパレータの新工場
　リチウムイオン二次電池用セパレータ（分離膜）
の開発、製造と販売のダブル・スコープは、ハンガ
リー北東部のニーレジハーザ市にセパレータの新工
場を建設する。
　新工場建設用敷地としてニーレジハーザ市南部工
業団地の約82万平方㍍を取得し、2024年下半期から
順次ヨーロッパ地域の顧客に製品供給を開始。2025
年までに年間12億平方㍍を生産可能な成膜ラインと
コーティングラインを設置する計画で、同年には韓
国工場・ハンガリー工場合わせて年間23億平方㍍の

生産能力となる予定。投資金額は約7億ユー
　ロ（約990

億円）。
■ホンダ、中国・広州にEV新工場。2024年稼働開
始
　ホンダは、中国南部の広東省広州市で、EV専用
工場の建設を開始した。2024年稼働開始の計画で、
投資金額は約700億円（34億9000万元）。敷地面積
は40万平方㍍。生産能力は年間12万台となってい
る。

■フェローテック、マレーシア・半島北部に新工場。
投資金額161億円
　フェローテックホールディングスは、マレーシア
の製造子会社であるフェローテックマニュファクチ
ャリングマレーシア（FTMM）の新工場を、マレ
ーシア・半島北部のケダ州クリム・ハイテクパーク
内に建設する。
　新工場は、延床面積8万平方㍍で、操業開始予定
は2023年9月。投資金額は161億円で、内訳は工場建
屋に約81億円、機械設備に約81億円。

パーマーケットを展開するユナイテッド・スーパー
マーケット・ホールディングスと、植物工場の設立
・運営を行うプランテックスは、茨城県土浦市で共
同開発してきた植物工場「THE　TERRABASE（ザ
・テラベース）土浦」でレタス生産を開始し、店舗
販売を開始した。
　工場内のレタスは、個別密閉された栽培棚のなか
で、AIなどで導き出された栽培条件に基づいて、
レタスの成育に最適な光の量、空気、栄養素を制御
されて育てられる。完全密閉と機械化された水耕栽
培により衛星管理が徹底され、虫の混入や菌の繁殖
を防止。また露地でのレタス栽培時よりも12㍑以上
も少ない水量で栽培されている。
■アサヒロジスティクス、福島県郡山市に共同配送
センター建設
　食品物流のアサヒロジスティクスは、福島県郡山
市に共同配送センターを建設する。
　新共同配送センターは、敷地面積1万3220平方㍍、
鉄骨平家建ての延床面積3400平方㍍。
　操業開始は2023年10月を予定している。
■明治機械、栃木県の足利事業所内に新事務所棟
　明治機械は、栃木県足利市の足利事業所（鹿島町

1115）内に、新事務所棟を建設する。建物面積は
1326平方㍍で、投資金額は5億2000万円。物件引き
渡しは2023年4月下旬を予定している。
■三菱ガス化学、岡山県倉敷市の水島工場へ設備投
資。投資金額101億円
　三菱ガス化学は、芳香族アルデヒドを製造する岡
山県倉敷市の水島工場（倉敷市水島中通3丁目
1-14,15,17）に、約101億円を投じて設備投資を行う。
着工は2022年8月、生産開始は2023年11月を予定し
ている。

　投資金額のうち5億円は、岡山県の大型投資・拠
点化促進補助金を活用する。
■サーキュラーペット、岡山県津山市の津山工場に
設備投資。投資金額102億円
　リサイクルPET樹脂の生産販売、廃プラスチッ
クの再生販売を行うサーキュラーペットは、岡山県
津山市の津山工場（津山市くめ字団地50番77久米産
業団地内）に、約102億円を投じて設備投資を行う。
着工は2022年7月、生産開始は2024年3月を予定して
いる。
　投資金額のうち10億円は、岡山県の大型投資・拠
点化促進補助金を活用する。
■アイエイエム電子、長野県駒ヶ根市に新工場。投
資金額17億8600万円
　電子部品メーカーのアイエイエム電子は、長野県
駒ヶ根市に新工場（駒ヶ根市赤穂9847）を建設する。
投資金額は17億8600万円。長野県産業投資応援助成
金を活用する。
■樫山工業、長野県佐久市に新工場。投資金額30億
円
　ドライ真空ポンプメーカーの樫山工業は、長野県
佐久市に本社第2工場C棟・D棟（佐久市横和1-1）
を増築する。投資金額は30億円。長野県産業投資応
援助成金を活用する。
■ピーエーイー、長野県下伊那郡の豊丘工場の増設
と設備導入
　自動車、航空機向けの精密切削部品加工、プラス
チック成型部品加工のピーエーイーは、長野県豊丘
工場（下伊那郡豊丘村3370-6）における次世代自動
車向け高性能プラスチック製品の製造に向けた工場
増設と射出成型機6台を設置する。投資金額は7億
5000万円。長野県産業投資応援助成金を活用する。


